
URL http://www.reihoku-kumamoto.jp/
E-mail  REIHOKU＠town.reihoku.lg.jp

町 の 動 き

表
紙「
入
学
式
」の
イ
ラ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　
山
下
真
由
美
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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（平成26年3月末日現在）  世帯数 3,222戸（－16）男 3,692人（－33）女 4,231人（－28）計 7,923人（－61）

【今月の主な内容】【今月の主な内容】
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予算書から見る平成26年度のまちづくり
中学校統合準備の
　平成25年度まとめをお知らせします
子育ては苓北町で

予算書から見る平成26年度のまちづくり
中学校統合準備の
　平成25年度まとめをお知らせします
子育ては苓北町で ほかほか

元気に入学　ピッカピカの１年生
小学校入学式

危険！　ヒョウモンダコに要注意！
天草保健所

不正（自生）けし撲滅にご協力を・・
天草保健所

町の風景

　町内各小学校の入学式が４月９日行われ、希望を
胸に新１年生６０人が小学生の仲間入りをしました。
このうち富岡小学校では、同校体育館で入学式が行
われ、11人の新入学児童を迎え入れました。
　式では、入学する児童一人ひとりの名前が先生か
ら読みあげられると、呼ばれた児童は緊張しつつも
大きな声で「はい！」と返事して起立。夢と希望に
胸を膨らませた児童の元気な声が会場に響きました。

　毎年、春先から初夏にかけて、花壇や原野を彩るけ
しの中には、あへん法により栽培が禁止されているも
のがあります。
　不正（自生）けしを発見した場合は、天草保健所へ
通報いただくようご協力をお願いします。
※植えてはいけないけし（ソムニフェルム種、セティ
ゲルム種など）と植えて良いけし（ひなげし、おに
げしなど）は、花の色や形では見分けがつきにくい
ので注意が必要です。

■通報・問い合わせ先
　天草保健所
　☎２３－０１７２

・
・

・・

・・
・・

　「ヒョウモンダコ」は強力な神経毒を持ち、人間で
もかまれると、呼吸困難につながる麻痺を起こすとさ
れる危険な水産動物です。海で発見したら、決して触
れないよう注意して
ください。
■問い合わせ
　天草保健所
　☎２３－０１７２

①

④ ⑤

③②

①入学式後の記念撮影（富岡小）
②校長先生と握手　　　　　　　③真剣に先生のお話を聞く新１年生
④教材に興味津々の子どもたち　⑤親子で嬉しそう

セティゲルム種 ソムニフェルム種

【特徴】
体長は10cmほどで、刺激を受
けると青い輪や線の模様のある
明るい黄色に変化します。

　春を心待ちにしていたカエルたちがゲコゲコと
騒がしくなってきました。これからしばらくはこ
の鳴き声を聞きながらぐっすり寝れそうです。
　さて私、広報係３年目に突入しました。これま
で、広報の仕事を通して多くの人に出会うことが
でき、町のいろいろな事を知ることができまし
た。この１年も楽しみです。今年度もよろしくお
願いします。　　　　　　　　　　　　【Ｙ・Ｍ】

編 集 後 記
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　本年度当初予算は３月の第２５回苓北町議会定例会で可決されました。
　一般会計および特別会計の予算総額は８０億８，０９５万円。前年度当初予算に
比べて６億２，６６１万円の増額となっています。また、一般会計のみの予算総
額は、５１億１，４００万円で前年度当初予算に比べて６億１，４４０万円の増額と
なっています。
　今月は、私たちの生活に直結する平成２６年度苓北町の予算を特集します。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
の
健
全

性
を
示
す
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
い

ず
れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
少
し
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ひ
と
つ
に
、
経
常
経
費
に
充
て
る
一
般

財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
額
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障
経
費

や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
経
常
経
費
の
増
額
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
長
期
的
に
見
て
も
経
常

経
費
が
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
は
上
昇
傾

向
に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
苓
北
町
で
は
国

や
県
の
施
策
に
つ
い
て
常
に
情
報
を
収
集

し
、
有
利
な
補
助
金
や
交
付
金
、
通
常
よ
り

も
充
当
率
や
交
付
税
措
置
率
が
有
利
と
な
る

起
債
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
一
般
財
源

の
縮
減
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
を
確
実
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
笹
尾
浄
水
場
施
設
の
更
新

整
備
は
財
政
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
先
延

ば
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
の
国

の
緊
急
経
済
対
策
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
平
成
25
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
体
事
業
費
３
億
４
，６

３
０
万
円
の
う
ち
町
の
支
出
は
１
３
５
万
円

と
、
町
の
負
担
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
し
く
で
き
あ
が
っ

た
志
岐
小
学
校
体
育
館
も
事
業
費
は
２
億

７
，７
７
２
万
円
で
し
た
が
、
町
の
負
担
は

ご
く
わ
ず
か
で
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
他
に
も
、
平
成
24
年
度
の
経
済
対
策
事

業
に
よ
り
創
設
し
た
苓
北
町
地
域
の
元
気
基

金
を
活
用
し
て
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

な
ど
、
町
が
今
後
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
を
有
利
な
財
源
の
中
で
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
財
政
見
通
し
と
し
て
、
前
年
度

に
引
き
続
き
苓
北
町
の
自
主
財
源
の
根
幹
を

な
す
、
九
州
電
力
苓
北
発
電
所
を
中
心
と
す

る
固
定
資
産
税
な
ど
が
約
７
，０
０
０
万
円

程
度
減
収
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
原
子

力
発
電
所
の
停
止
に
よ
る
燃
料
費
の
増
加
な

ど
に
よ
っ
て
、
以
前
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
く
九
州
電
力
お
よ
び
関
連
会
社
の
法

人
町
民
税
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
同
様
見
込

め
な
い
状
況
で
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
税

総
額
が
前
年
度
か
ら
０
・２
兆
円
の
減
と
な

る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
固
定
資
産
税
な

ど
約
７
，０
０
０
万
円
程
度
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
本
町
で
は
、
普
通
交
付
税
に
お
い
て

前
年
度
の
交
付
額
か
ら
１
，０
０
０
万
円
増

の
11
億
１
，０
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
と
も
に
各
種
事
業
ご
と
の
歳

出
全
般
に
わ
た
っ
て
経
費
の
見
直
し
を
行

い
、
事
業
実
施
の
可
否
を
含
め
て
精
査
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
苓
北
町
地
域
の
元
気
基

金
を
活
用
し
、
町
道
整
備
や
志
岐
小
学
校
旧

体
育
館
の
解
体
工
事
な
ど
町
単
独
事
業
に
つ

い
て
の
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
予
算
規
模
は
前
年
度
に
比
べ
６
億
１
，

４
４
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
選
択
と
集
中
を
図
り
、
メ

リ
ハ
リ
を
効
か
せ
た
予
算
と
な
る
よ
う
心
が

け
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
安
心
し

て
住
め
る
町
」「
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
」

「
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
次
の
７
つ
を
重
要
施
策
と
し
て
、
町

民
、
企
業
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮

で
き
る
協
働
の
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

①
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
危
機
管
理
の

　

強
化
に
つ
な
が
る
施
策

　

苓
北
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後
か

ら
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
を
活
用
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
拠
点
避
難
地
、
避
難

路
の
整
備
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
、
防
災

備
蓄
倉
庫
の
設
置
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
志
岐

の
拠
点
避
難
地
、
臨
港
道
路
の
整
備
を
進

め
、
町
防
災
行
政
無
線
の
更
新
事
業
、
消
防

車
輌
お
よ
び
ポ
ン
プ
の
更
新
事
業
な
ど
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
防
災
・
減
災
対
策
、
危
機
管

理
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
各
行
政
区

が
主
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

②
経
済
対
策
・
雇
用
創
出
対
策
に

　

つ
な
が
る
施
策

　

平
成
25
年
度
の
国
の
補
正
予
算
の
経
済
対

策
に
お
い
て
、
苓
北
町
が
実
施
す
る
事
業
費

総
額
は
約
10
億
円
に
上
り
、
そ
の
全
て
を
本

年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
本

年
度
は
通
常
事
業
に
加
え
、
苓
北
町
地
域
の

元
気
基
金
を
充
当
し
た
単
独
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て
切
れ
目
な
く

公
共
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
町
内
の
地
場
産
業
の

浮
上
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
１
次
産

業
の
振
興
策
と
の
連
携
や
新
た
な
産
業
の
育

成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
規
雇
用

の
創
出
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

③
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
施
策

　

町
の
特
色
あ
る
歴
史
、
自
然
を
活
か
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
富
岡
茂
木

航
路
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成

25
年
度
か
ら
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
経
済
対

策
関
連
事
業
の
歴
史
資
料
館
の
整
備
を
は
じ

め
と
し
た
富
岡
城
関
連
整
備
事
業
、
併
せ
て

大
手
門
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
芝
生

化
さ
れ
た
坂
瀬
川
地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
既
存
施
設
の
有
効
利
用
と
合
わ
せ
、
県
内

外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

④
町
内
産
業
の
支
援
・
育
成
に

　

つ
な
が
る
施
策

　

苓
北
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
林

業
、
漁
業
か
ら
な
る
１
次
産
業
を
底
支
え

し
、
人
材
の
育
成
や
耕
作
・
栽
培
な
ど
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
１
次
産
業

に
対
し
各
種
の
補
助
事
業
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
繰
り
越
し

て
実
施
す
る
上
津
深
江
港
改
修
事
業
、
併
せ

て
本
年
度
の
志
岐
漁
港
臨
港
道
路
整
備
事
業

に
よ
り
町
内
産
業
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
農
協
が
実
施
す
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
全
面
改
修
や
耕
作
放
棄
地
の
有
効
利
用
に

よ
る
新
た
な
作
物
栽
培
な
ど
の
奨
励
を
行
う

ほ
か
、
特
産
品
の
開
発
、
販
路
拡
大
、
地
産

地
消
の
取
り
組
み
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑤
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施
策

　

健
康
で
あ
る
こ
と
は
一
番
大
切
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
療
費
や
介
護
関
連

事
業
費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、
財
政
の
健
全

化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
各
種
検

診
、
予
防
接
種
、
健
康
増
進
の
た
め
の
経
費

を
計
上
し
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
食

生
活
改
善
推
進
委
員
と
連
携
し
て
「
運
動
」

と
「
食
生
活
の
改
善
」
に
つ
い
て
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
、
町
民
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
支
援

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
、
小
中
学
生
の
虫
歯

予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
こ
れ
か
ら
の
人
材
を
育
て
る
教
育
力
の

　

向
上
を
図
る
施
策

　

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
取
り
組
む
ほ
か
、

教
師
一
人
ひ
と
り
の
教
育
力
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
司
書
一
人
を
教
育

委
員
会
に
配
置
し
、
町
内
小
中
学
校
を
巡
回

し
て
子
ど
も
た
ち
の
読
書
力
向
上
の
た
め
指

導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
27
年
４
月
に
中
学
校
統
合
が
安
心
し
て

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
、
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
、
教
育
委
員
会
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑦
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
強
化
に

　

つ
な
が
る
施
策

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、
設
備
の
開

発
・
設
置
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

苓
北
町
で
は
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
を
対
象
と
し
た「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
」

を
前
年
度
に
引
き
続
き
計
上
し
、
地
球
に
や

さ
し
い
環
境
を
重
視
し
た
施
策
を
率
先
し
て

実
行
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
の
繰
越

事
業
と
し
て
志
岐
小
学
校
体
育
館
に
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

予算書から見る
平成２６年度のまちづくり

７つの重要施策を掲げ
安心していきいきと暮らせるまちづくり
７つの重要施策を掲げ
安心していきいきと暮らせるまちづくり

苓
北
町
の
財
政
状
況
と
事
業
の
動
向

本
年
度
の
財
政
見
通
し

本
年
度
の
重
要
施
策

本
年
度
の
予
算
編
成



 

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
最
も
か
か
わ
り

の
深
い
一
般
会
計
予
算
を
中
心
に
、
グ
ラ
フ
や
図
を

使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
町
税
が
総
額
で
16
億
１
，
７
１
７
万

円
。
前
年
度
比
で
６
，
６
２
３
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
苓
北
発
電
所
の
固
定
資
産
税
（
主
に

償
却
資
産
分
）
と
法
人
町
民
税
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
の
財
政
力
に
応
じ
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
前
年
度
交
付
額
か
ら

７
，
０
０
０
万
円
増
の
11
億
１
，
０
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
１
日
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
い
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
消
費

税
交
付
金
が
、
昨
年
度
よ
り
約
４
，
０
０
０
万
円
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

障
４
経
費
（
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
）
に
充

当
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財

政
負
担
を
考
慮
し
、
償
還
金
が
普
通
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
適
債
事
業
を
厳
選
し
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
（
拠
点
避
難
地
整
備
事
業
、
防
災
無
線
更
新
事

業
、
消
防
設
備
更
新
事
業
）
、
漁
港
海
岸
保
全
事

業
、
漁
港
再
生
交
付
金
事
業
な
ど
に
必
要
額
を
充
当

す
る
た
め
３
億
６
，
９
３
０
万
円
を
計
上
。
ま
た
、

本
来
国
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
財
源
を
振
り
返
ら
れ

た
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
１
）
と
あ
わ
せ
、
前
年
度

比
４
億
４
，
６
６
０
万
円
増
の
７
億
９
３
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
物
件
費
の
う
ち
消
耗

品
費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
通
常
経
費
は
、
特
別
な
財

政
需
要
を
除
き
前
年
度
予
算
額
を
上
限
と
し
て
計
上

し
ま
し
た
。
町
で
は
、
用
紙
の
裏
面
利
用
や
空
調
の

温
度
設
定
、
休
憩
時
間
の
消
灯
な
ど
節
電
、
節
水
に

努
め
、
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

補
助
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
本
来
の
目
的
を
明

確
に
す
る
た
め
、
現
状
の
運
営
補
助
・
事
業
補
助
の

精
査
を
行
い
計
上
し
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
の
国
の
経
済
対
策
事
業
に
よ
り
創

設
し
た
苓
北
町
地
域
の
元
気
基
金
を
活
用
し
た
町
単

独
事
業
に
約
２
・
８
億
円
を
計
上
。
ま
た
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
を
活
用
し
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
つ
な
が
る
防
災
・
減
災
対
策
、
危
機
管
理
の

強
化
に
つ
な
が
る
事
業
に
約
２
億
円
を
計
上
し
ま
し

た
。 歳

　
出

歳
　
入

5

■ 目的別歳出の内訳

  総務費
7億4,449万円
（14.6%）

議会費
8,306万円
（1.6%）

    衛生費
6億1,716万円
（12.1%）

　　民生費
13億5,907万円
（26.6%）

予備費ほか
1,000万円（0.2%）

公債費
6億3,127万円
（12.3%）

災害復旧事業費
５万円（０.0%）

教育費
4億8,079万円
（9.4%）

消防費
4億1,619万円（8.1%）

土木費
1億9,882万円（3.9%）

商工費
1億2,319万円（2.4%）

農林水産業費
4億4,991万円（8.8%）

苓
北
町
の
予
算

平成26年度

■町税
町民の皆さんから納めて
いただく税金や法人町民
税など

■財産収入
各種基金の利子、財産を
売り払う予定のお金

■繰入金
各種基金などから一般会
計へ繰り入れたお金

■諸収入
預金利子や町が融資した
貸付金の返済金など

■使用料・手数料
公共施設の使用料、住民
票などの交付手数料

■その他
繰越金や分担金負担金な
ど

■国庫支出金
事業を行うための国から
交付されるお金

■町債
事業を行うために町が借
り入れるお金

■地方交付税
国の所得税、法人税、酒
税などを一定割合で町の
財政規模に応じて一定の
基準に基づき国から交付
されるお金

■県支出金
事業を行うための県から
交付されるお金

■その他
地方譲与税や地方特例交
付金などの各種交付金な
ど

■人件費
町職員給与、町議会議
員・各種委員会報酬など

■扶助費
法令に基づき、被扶養者
に支出される経費、子ど
も手当、医療扶助など

■公債費
事業を行うために借り入
れたお金の償還金

■普通建設事業費
道路や漁港の整備、公共
施設などの建設に要する
お金（事業に従事する職
員の人件費含む）

■災害復旧事業費
公共土木施設および農業
用施設災害などの復旧の
ために要するお金

■物件費
消耗品、臨時職員賃金、
業務委託料など

■補助費等
各種団体や事業への補助
金、常備消防費など一部
事務組合への負担金

■積立金
各種基金へ積み立てるお
金

■繰出金
各種特別会計へ繰り出す
お金

■その他
積立金、維持補修費、町
奨学金の貸付金、予備費
など

歳入総額

51億1,400万円

歳　　入
歳出総額

51億1,400万円

歳　　出

（※歳入凡例）（※歳出凡例）

町　　税 16億1,717万円（31.6％）人件費 9億2,094万円（18.0％）

扶助費 8億1,418万円（15.9％）

公債費 6億3,127万円（12.3％）

普通建設事業費
8億6,042万円  （16.8％）

物件費 5億5,437万円（10.8％）

補助費等 5億3,100万円（10.4％）

繰出金 7億1,436万円（14.0％）

その他 8,741万円  （1.8％）

財産収入 3,317万円  （0.7％）

繰 入 金 4億2,675万円  （8.3％）

諸 収 入 3,914万円  （0.8％）

使用料及び手数料 4,996万円  （1.0％）

そ の 他 6,830万円  （1.3％）

国庫支出金  4億1,633万円  （8.1％）

災害復旧事業費 5万円  （0.0％）

その他 1億8,414万円  （3.6％）

地方交付税 11億8,000万円（23.1％）

町　　債 7億930万円  （13.9％）

県支出金 3億8,974万円  （7.6％）

自
主
財
源（
43・7
％
）

自
主
財
源（
43・7
％
）

義
務
的
経
費（
46・3
％
）

そ
の
他
の
経
費（
36・9
％
）

そ
の
他
の
経
費（
36・9
％
）

義
務
的
経
費（
46・3
％
）

依
存
財
源（
56・3
％
）

依
存
財
源（
56・3
％
）

うち九州電力関係分

　１０億７，７６５万円  　　　
（町税に占める割合 ６６．６％）

※1  臨時財政対策債
　国から地方自治体に分配する地方
交付税が足りないため、不足分の一
部をとりあえず臨時財政対策債とし
て地方自治体に借金させて窮状をし
のぎ、借金の返済時に地方交付税と
して地方自治体に返すというもの。

※歳出の区分は、総務省地方財政状
況調査に準じて作成しています。

財政用語豆知識

投
資
的
経
費

　
（
16・8
％
）

投
資
的
経
費

　
（
16・8
％
）

予算書から見る
平成２６年度のまちづくり



予算書から見る
平成２６年度のまちづくり

50億

40億

60億

平成16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
（年度）

67

120億

140億

１１７億７４１
112億703

113億３７１
112億8,292 115億9,545

１１１億８，３３8

100億

80億

60億

40億

20億

※単位：万円

平成20 21 23 24 2５22 ３０ ３５ ４０（年度）

特別会計

一般会計

　本年度の当初予算額は、昨年度に比べ６
億１，４４０万円の増となりました。これは、
平成24年度の国の経済対策に伴い創設した
苓北町地域の元気基金と、緊急防災・減災
事業を活用した普通建設事業費が増加した
ことなどによるものです。

※単位：万円
　（　）は前年度との比較

56億9,600
（5億6,900）

53億6,300
（△3億3,300）

50億4,100
（△3億2,200）

48億5,000  
（△1億9,100）

49億700  
（5,700）

44億7,863  
（△4億2,837）

46億6,800  
（1億8,937）

47億578  
（3,778） 44億9,960

（△100）

45億60  
（△2億518）

51億1,400
（61,440）

■一般会計当初予算の推移

　左の図は平成４０年までの起債（借金）残
高を５年ごとに予測したものです。なおこ
の予測には、現時点で今後借入が予想され
る起債の借り入れ分の償還も含めて、残高
の予測を表しています。（※今後の借入予
定分は固定利率３％の元利均等払いで試算）
　町では、健全な財政運営を維持するため
に今後も、計画的な起債残高の圧縮に努め
ます。

■町債残高の予測

平成26年度予算（一般会計）を

町民一人あたりにすると・・

平成25年度

５６３，６４８円

平成26年度 ６４５，４６２円

注）平成26年３月31日現在の住民基本台帳人口、
　  7,923人で算出しています

注）平成25年３月31日現在の人口、
　  7,983人で算出しています

平成
25年度

総務費
87,024円
（15.4%）

公債費
77,607円
（13.8%）

民生費
161,706円
（28.7%）

衛生費
79,476円
（14.1%）

商工費
12,854円
（2.3%）

消防費
29,136円
（5.2%）

予備費ほか
1,253円（0.2%）

災害復旧事業費
79円（0.0％）

教育費
50,828円（9.0%）

土木費
17,537円
（3.1%）

農林水産業費
36,644円（6.5%）

議会費
9,504円
（1.7%）

水　　道

2億7,997万円歳入歳出
総　　額

【1億29万円（35.8％）】

　生活用水の安定供給に必要
な費用を計上。

下 水 道

3億4,225万円歳入歳出
総　　額

【2億2,271万円（65.1％）】

国民健康保険

12億93万円歳入歳出
総　　額

【6,523万円（5.4％）】

　「医療給付費のほか、特定健康
診査・特定保健指導」
の実施に伴い、本
年度も生活習慣病
予防のため必要経
費を計上。

宅地造成事業

1,130万円歳入歳出
総　　額

【17万円（1.5％）】

　宅地の販売促進事業を実施。

坂瀬川財産区

1,563万円歳入歳出
総　　額

【一般会計からの繰入金なし】

　坂瀬川地区の山間部に分収育
林のほか約100㌶の山林を保有
し、適正な維持
管理を実施。

都呂々財産区

4,229万円歳入歳出
総　　額

【一般会計からの繰入金なし】

　都呂々地区内に約500㌶の
山林などを保有し、適正な山
林の維持管理を実施。

特別会計の使い道 【　　】は一般会計からの繰入金
（繰入金の占める割合）

　特別会計とは、特定の収入をもって特定の支出にあてるような事業に
ついて、その収支を明確にするために一般会計と区別して設けられるも
のをいいます。
　皆さんの掛け金や使用料などで運営される特別会計には、10の会計
があり、それぞれ独立採算を原則に運営されています。水道など適正な
施設の使用や、国民健康保険など一人ひとりの健康に対する心がけが、
健全な財政運営につながります。

介護保険

 8億9,743万円歳入歳出
総　　額

【1億2,368万円（13.8％）】

　介護保健給付費のほか、介護
予防事業、包括的支援
事業、地域支援事業
費などにかかる
経費を計上。

農業集落排水

1,715万円歳入歳出
総　　額

【1,449万円（84.5％）】

　坂瀬川の鶴、木場地区のし尿や
生活雑排水を処理しています。

後期高齢者医療

1億1,318万円歳入歳出
総　　額

【4,046万円（35.7％）】

　法律に基づいて必要経費を
計上。

特定地域生活排水

4,682万円歳入歳出
総　　額

【2,355万円（50.3％）】

　町内では、公共下水道、農業集
落排水整備区域外の地域で合併浄
化槽を整備。

　富岡浄化センター維持管理業
務委託料を計上。

平成
26年度

総務費
93,966円
（14.6%）

公債費
79,676円
（12.3%）

災害復旧事業費
6円（0.0％）

民生費
171,535円
（26.6%）

衛生費
77,895円
（12.1%）

商工費
15,548円
（2.4%）

消防費
52,529円
（8.1%）

予備費ほか
1,262円（0.2%）

教育費
60,683円
（9.4%）

土木費
25,094円
（3.9%）

農林水産業費
56,785円（8.8%）

議会費
10,483円
（1.6%）
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平
成
27
年
４
月
１
日
、
坂
瀬
川
中
学
校
、

苓
北
中
学
校
、
都
呂
々
中
学
校
が
統
合
し
て

新
し
く
誕
生
す
る
統
合
中
学
校
（
名
称
：
苓

北
中
学
校
）
の
開
校
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
５
月
13
日
に

「
苓
北
町
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
」
を
設

置
し
、
必
要
な
事
項
の
調
査
や
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

統
合
準
備
委
員
会
で
は
平
成
26
年
３
月
19

日
、
第
４
回
会
議
を
開
催
し
、
本
年
度
の
調

査
・
協
議
事
項
の
決
定
と
課
題
等
に
つ
い
て

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
引
き
続
き
平
成
26
年
度

も
協
議
を
行
い
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
全
・

安
心
で
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

開
校
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
坂
瀬
川
中
学
校
区
お
よ
び
都
呂
々

中
学
校
区
で
は
、
閉
校
に
伴
い
学
校
跡
地
利

用
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
必
要
な

調
査
お
よ
び
研
究
を
併
行
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

中
学
校
統
合
準
備
の
平
成
25
年
度

　
ま
と
め（
概
要
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す

苓
北
町
教
育
委
員
会・苓
北
町
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会

１．会議開催状況
◇統合準備委員会（委員23名、岡田豊委員長）

２．検討結果のまとめ（各専門部会別一覧）  

期　　日 内　　　　容
第1回
第2回
第3回
第4回

平成25年5月13日
平成25年8月27日
平成25年12月9日
平成26年3月19日

部会名
検討、協議内容 決　　定　　事　　項 要 望 検 討 事 項 平成26度の

主な協議事項

総務部会
○校名
○校章
○校歌
○校訓

○通学体制

○ＰＴＡの組織運営
○閉校

○開校
○跡地利用

①校歌、校章
　の決定
②スクールバ
　ス運行計画
③ＰＴＡ組織
　運営
④閉校式、
　開校式
⑤跡地利用検
　討

①部活動（必
　要に応じて）
②制服などの
　細部決定
③交流事業
　（合同学習）

①教育課程等 
②交流事業 
③施設設備
④備品
⑤移転作業

・校歌は平成２６年１２月まで
　に完成。
・坂瀬川郵便局前の横断歩道
　の移設と信号機の設置要望。
・スクールバス運行マニュア
　ルの作成と試験運行、保護
　者説明会の開催。

・統合後の小中連携事業の在
　り方。
・部活動は、社会体育への移
　行検討や外部指導者の確保
　に努める。
・制服などは、なるべく保護
　者負担がないように努める。
・統合中学校での合同学習会、
　授業参観の計画

・部活動は部活動規定で新設、
　廃止の規定を定める。
　人数不足等の場合で設置が
　難しい場合は社会体育で協
　力する。
・諸教育計画などの検討のた
　め、３校教職員で素案を作
　成する。

・公募を参考に「苓北中学校」に決定。
・公募により原案を決定。平成26年7月までにデザイン化する。
・町の情景等を豊かに表現できる人に依頼する。
・平成26年度に３中学校長で原案を決定し、統合中学校長が決
　定する。
・基本的な考えた方をまとめる。
・スクールバスの導入、運行計画素案を策定。
・苓北町ＰＴＡ協議会が素案を作成。保護者間の交流を図る。 
・閉校式　平成27年1月25日（日）、2月1日（日）、3月15日（日）
　　　　　のいずれかで実施。
・開校式　平成27年４月８日（始業式前）予定。
・平成26年度に跡地利用検討委員会を設置する。

事業部会
○学校行事

○特色ある教育活動
○部活動

○制服、体育服など

○交流事業

・３校とも時期や内容に大きな差異はない。地域と結び付きが
　ある行事は残してほしい。
・現行の町教育施策の維持・充実。
・県指針に基づき適正な配置および廃止。統合時の３年生への
　保証。再編の区切りとして中体連後を一つの目安とする。 
・アンケートを参考にコンセプトを決定し、業者　試作品の投
　票等により選定。
・小５、中１の集団宿泊教室の合同実施。

教育課程等検討部会
○教育課程など
○交流事業
○施設整備 
○備品関係
○移転準備

・学校経営案や教育計画作成の役割分担、工程表の決定。
・合同学習、生徒会交流を26年度に実施する。
・平成26年度に改修等の予算化、施工。
・平成25年度夏休みに選定済み。
・平成26年度に詳細を決定する。

役員選出、今後の進め方、校名選定方法
校名推薦決定、各部会毎の決定事項協議
各部会毎の決定事項協議
各部会毎の決定事項協議、平成25年度ま
とめ

◇総務部会（委員24名、坂本信也部会長）
期　　日 内　　　　容

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

平成25年5月30日
平成25年7月11日
平成25年9月30日
平成25年11月28日
平成26年1月28日

役員選出、今後の進め方、校名選定方法
校名推薦決定、通学関係
校章・校歌・校訓関係、通学関係
校章・校歌・校訓関係、通学関係
平成25年度まとめ

◇教育課程等検討部会（委員15名、原口聡部会長）
期　　日 内　　　　容

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

平成25年5月27日
平成25年7月31日
平成25年8月29日
平成25年12月3日
平成26年2月14日

役員選出、今後の進め方
備品選定作業
教育課程、備品、施設整備
教育課程など
平成25年度まとめ

◇事業部会（委員20名、重田英浩部会長）
期　　日 内　　　　容

第1回
第2回

第3回

第4回
第5回

平成25年６月５日
平成25年８月６日

平成25年10月21日

平成25年12月４日
平成26年２月６日

役員選出、今後の進め方
学校行事、特色ある教育活動、制服・体
育服など
学校行事、特色ある教育活動、制服・体
育服など、部活動 
制服・体育服など（業者説明）、部活動
平成25年度まとめ

制服・体育着採用内定品学用品等採用内定品校章の原案が決定しました

男子制服
◇冬服（左）
　詰襟型学生服（黒色）
・価格　上下  ￥29,000
◇夏服（右）
　ポロシャツタイプ
　白色で左胸元に「Ｒ」の
　刺しゅう
・価格　上  ￥4,000
　　　　下  ￥5,500

女子制服
◇冬服（左）
　濃紺色のジャケットにセ
　ーラー襟ブラウスを着用
　したタイプ
・価格　４点  ￥33,500
◇夏服（右）
　前割型セーラー服
・価格　上下  ￥18,200
※襟のラインは3本に変更。

体 育 着
◇ジャージ（左）
　紺色に赤色ライン
・価格　上下  ￥10,700
◇半袖シャツ（右）
　白色に紺色ライン
・価格　￥2,400
◇ハーフパンツ
　紺色
・価格　￥2,500
※ジャージの背中や体操服
　の左胸にはマークが入り
　ます。

ウインドブレーカー
　防風、撥水機能で冬でも
　快適。白色に黒色ライン
・価格　上下  ￥13,400
※カラーは冬季着用時の視
認性を高めるために白色
を採用します。
※部活動で指定の防寒着を
購入する生徒以外で、防
寒着が必要な生徒は本製
品を購入します。

※制服・体育着の価格は全て上限の価格帯で設定して
　あります。今後、生地の混率変更などにより価格を
　抑えることを検討していきます。

考案者
　苓北町富岡　　武田　章さん

図案の趣旨
　坂瀬川中学校、苓北中学校、都呂々中
学校の子どもたちが一つとなり、これか
らそれぞれの子どもたちが無限の可能性
を持っていることを図案化したもので、
記号の無限大（∞）を３つ（３校）合わせシ
ンプルに分かりやすい新苓北中学校の校
章のデザインとしました。

※今後、原案をデザイン化し、比率規定
　や配色を検討していきます。

通 学 鞄
・特　長　肩掛け、背負い、手持ちの３通りの携

行ができる防水・撥水に優れた３ウェ
イバック。校章マーク取付。濃紺色。

・サイズ　ﾖｺ 390×ﾀﾃ 310×ﾏﾁ 130
・価　格　￥8,000

サブバック
・特長　　ナイロン製。防水、撥水性。校章マー

ク取付。濃紺色。
・サイズ　ﾖｺ 420×ﾀﾃ 280×ﾏﾁ 190
・価格　　￥3,600

屋内上履き
・特長　　衝撃吸収性・弾力性に優れたアウトソ

ール。学年色を採用。　
・価格　　￥1,300

体育館シューズ
・特長　　軽量で滑りにくい。学年色を採用。
・価格　　￥3,500

体育帽子
・特長　　蒸れにくいメッシュキャップでマジッ

クテープタイプ。濃紺色。マーク付き。
・価格　　￥1,000
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第
25
回
苓
北
町
議
会
定
例
会
報
告

●
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　

下
表
１
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
お
よ
び
規

約
の
一
部
変
更

　

一
部
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
を
減
少
さ
せ
、
規
約
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
議

会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
た
め
可
決

●
債
権
の
放
棄

　

都
呂
々
ダ
ム
建
設
用
地
地
権
者
生
活
安
定

資
金
貸
付
金
の
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
得
る
必

要
が
あ
る
た
め
可
決

●
苓
北
町
都
呂
々
ダ
ム
建
設
用
地
地
権
者
生

活
安
定
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

右
記
貸
付
金
の
償
還
に
つ
い
て
、
低
金
利

に
伴
い
償
還
額
に
達
す
る
期
間
が
長
く
な
る

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
３
月
末
で
町
が
債
権

放
棄
を
行
い
、
償
還
を
終
了
す
る
た
め
廃
止

●
苓
北
町
家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
等

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

事
業
を
廃
止
す
る
た
め
廃
止

　

平
成
26
年
第
25
回
議
会
定
例
会
が
３
月
７

日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
っ
た
ほ
か
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
や
平

成
26
年
度
各
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
消
費

税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

41
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
定
例
会
の
会
期
中
38
人
が
議
場
を

訪
れ
、
町
政
の
審
議
を
熱
心
に
傍
聴
し
ま
し

た
。

※
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、
議
会
広
報

「
き
ず
な
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
都
呂
々
漁
港
整
備
事
業
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

事
業
が
完
了
し
た
た
め
廃
止

●
苓
北
町
税
等
の
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
右

記
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
改
正

●
苓
北
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
の

算
出
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
を
適
用
す
る

た
め
に
条
例
の
改
正
を
必
要
と
す
る
た
め
改

正●
苓
北
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
派
遣
な
ど
に
よ
り
、
苓
北
町
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
制
定

　

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
し
て
い

る
各
条
例
に
つ
い
て
条
例
の
改
正
を
必
要
と

す
る
た
め
改
正

●
町
道
の
認
定

　

黒
瀬
３
号
支
線
の
町
道
認
定
を
可
決

●
苓
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

条
文
見
直
し
に
伴
い
、
文
言
を
修
正
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
社

会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基
準
に
つ
い
て
、
法

律
で
の
規
定
か
ら
条
例
で
の
規
定
に
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
富
岡
港
船
客
待
合
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
苓
北
町
港
湾
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
苓
北
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
苓
北
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
苓
北
町
志
岐
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
苓
北
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
苓
北
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
苓
北
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
苓
北
町
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
自
動
販

売
機
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
物
産
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
苓
北
町
富
岡
城
本
丸
上
櫓
及
び
下
櫓
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
温
泉
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
学
校
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
郷
土
資
料
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
苓
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
苓
北
町
新
ふ
れ
あ
い
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
苓
北
町
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
使
用
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
右
記
21
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

議
員
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
定
数
削
減
な

ど
の
措
置
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き

下
げ
前
の
従
前
額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
が
出

さ
れ
た
た
め
改
正

●
町
長
等
の
給
料
諸
手
当
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

及
び
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
長
等
の
給
料
諸
手
当
に
つ
い
て
、
引
き

下
げ
前
の
従
前
額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
が
出

さ
れ
た
た
め
右
記
２
条
例
の
一
部
を
改
正

●
苓
北
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行
う
た
め
、
手

数
料
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
木
場
地
区
交
流
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
草
木
場
の
杜
自
然
学
校
を

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を
可
決

●
苓
北
町
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

　

町
長
等
及
び
議
員
の
政
治
倫
理
に
つ
い
て

条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定

●
請
負
契
約
﹇
防
災
ゾ
ー
ン
造
成
工
事
（
１

工
区
）
﹈
の
変
更
締
結

契
約
金
額

（
変
更
前
）
５
，
１
３
４
万
５
，
０
０
０
円

（
変
更
後
）
５
，
２
１
７
万
４
，
６
３
９
円

●
請
負
契
約
﹇
防
災
ゾ
ー
ン
造
成
工
事
（
２

工
区
）
﹈
の
変
更
締
結

契
約
金
額

（
変
更
前
）
１
億
１
，
１
０
９
万
円

（
変
更
後
）

　

１
億
１
，
０
５
４
万
５
，
３
８
６
円

●
平
成
26
年
度
苓
北
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
予
算

　

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
各
予
算

は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

委
員
の
う
ち
１
人
の
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
木
山
健
太
郎
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意

●
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条

例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
基
本

構
想
の
策
定
お
よ
び
議
会
の
議
決
を
経
る
か

ど
う
か
の
判
断
が
各
市
町
村
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
項
と
し
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
制
定

●
苓
北
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

新
た
に
町
長
等
及
び
議
員
を
対
象
と
し
た

苓
北
町
政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ
れ
た
た
め

廃
止

可
決
さ
れ
た
案
件

（表１）

60億9,918万円
2億8,225万円
4,735万1千円

12億5,609万1千円
8億7,687万5千円

1,566万6千円
4,104万6千円

1億964万5千円
1,176万8千円

補正前の額
2,509万8千円
△39万5千円

△163万4千円
△5,013万8千円

66万9千円
2万1千円

△1万3千円
△15万円

△748万9千円

補　正　額
61億2,427万8千円
2億8,185万5千円

4,571万7千円
12億595万3千円
8億7,754万4千円

1,568万7千円
4,103万3千円

1億949万5千円
427万9千円

補正後の額会　計　名
一 般
水 道
特定地域生活排水
国民健康保険
介 護 保 険
坂瀬川財産区   
都呂々財産区   
後期高齢者医療 
宅 地 造 成  
下 水 道 

同
意
さ
れ
た
案
件

発
議
さ
れ
た
案
件

マンホール防護事業費1,700万円を繰越明許費とする一般質問の答弁に立つ田嶋町長
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　苓北町では、第３子（18 歳未満を積算の対象と
します）以降の入園児に対し、保育料の軽減を行っ
ています。３人が同時に入所した場合は、第３子は
全額無料とし、同時入所でない場合は第３子以降の
園児の保育料は一度納付していただき、その後に町
が行う多子世帯子育て支援事業で全額助成し、返還
しています。

※苓北町独自の施策で第３子以降についての保育料は無料ですので、支払った１歳児(第３子）の保育料  
6,750円も四半期ごと（7月・10月・1月・4月）に全額助成します。
　また、３歳未満児の子どもについては、熊本県多子世帯子育て支援事業の対象となりますので基準額が
安くなっています。

　少子高齢化が急速に進む近年、次世代を担う子どもたちを一人で
も多く生み育てる「子育て環境の整備」が社会全体で取り組む大きな
課題となっています。
　苓北町では、早くから子どもを産み育てやすい総合的な子育て環
境の整備を重点施策として、「子育ては苓北で」と誰もが思うような、
地域の特性を生かした町づくりを進めてきました。　
　子どもは町の宝。あなたの子育てを苓北町がしっかりサポートし
ます。

１８歳未満の子のうち、第３子以降の保育料を
全額助成

  Kids
 Support1
サポート

1
サポート

Q 対象児童は？

A １８歳未満の子のうち第３子以降を対象とし、保育
所に入所している子が対象です。

Q 助成の範囲は？

A

■子どもが3人（０歳～４歳）同時に入所している場合
　（保育料の階層区分：Ｄ6）

■子どもが３人で一番上の子どもが小学生の場合
　（保育料の階層区分：Ｄ６）

軽減額 月額 27,750円

年齢 国の基準で徴収した場合

 ４１，５００円

２２，２５０円

０円

６3，75０円

4 歳

2 歳

0 歳

合計

町の基準で徴収した場合

22,500円
13,500円

0円
36,000円

軽減額 月額 34,500円

年齢 国の基準で徴収した場合

 －　  
４１，５００円

２２，２５０円

６３，７５０円

小学生

5 歳

1 歳

合計

町の基準で徴収した場合

 －　  
22,500円

（※１）6,750円
29,250円

苓北町の基準額により徴収する額 ※参考 国の基準額により
　　　 徴収した場合の額

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額（月額） 徴収基準額（月額）
3歳未満児
の　場　合

3歳以上児
の　場　合

3歳未満児
の　場　合

3歳以上児
の　場　合

階層
区分 定　　　　　　　義

Ａ

Ｂ

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｄ4

Ｄ5

Ｄ6

Ｄ7

Ｄ8

Ｄ9

Ｄ10

Ｄ11

Ｄ12

0円

9,000円

11,800円

13,400円

14,900円

17,600円

20,100円

23,100円

26,000円

27,000円

30,000円

34,000円

37,000円

40,000円

44,000円

50,000円

0円

9,000円

19,500円

30,000円

44,500円

61,000円

80,000円

104,000円

0円

6,000円

16,500円

27,000円

41,500円

58,000円

77,000円

101,000円

0円

6,000円

8,900円

10,900円

12,300円

14,500円

17,500円

21,500円

生活保護法による被保護世帯（単給世帯含む）

Ａ階層およびＤ階層
を除き前年分の市町
村民税の額の区分が
次の区分に該当する
世帯

Ａ階層を除き前年分
の所得税課税世帯で
あってその所得税の
額の区分が次の区分
に該当する世帯

前年度分の市町村民税非課税
世帯
前年度分の市町村民税のうち
均等割のみ課税世帯
前年度分の市町村民税のうち
の所得割課税額のある世帯

前年分所得税課税額が
12,700円未満である世帯
12,700円以上21,600円未満
である世帯
21,600円以上30,500円未満
である世帯

30,500円以上40,000円未満
である世帯

40,000円以上61,000円未満
である世帯

61,000円以上82,000円未満
である世帯

82,000円以上103,000円未満
である世帯

103,000円以上258,000円未満
である世帯
258,000円以上413,000円未満
である世帯

413,000円以上514,000円未満
である世帯

514,000円以上734,000円未満
である世帯

734,000円以上である世帯

3歳児 28,000円
4歳以上児
　　   24,500円

3歳児 29,000円
4歳以上児
　　   25,000円

3歳児 27,000円
4歳以上児
　　   24,000円

3歳児 26,000円
4歳以上児
　　   23,000円

3歳児 25,000円
4歳以上児
　　   22,500円

3歳児 23,000円
4歳以上児
　　   21,500円

あなたの子育てをしっかりサポートしますあなたの子育てをしっかりサポートします

子育ては

平成２６年度保育料から見る 保育料の軽減額の例

保 育 料 徴 収 基 準 表平成

26
年度

苓北 町で!!苓北 町で!!

町独自の
助成です。

子育て支援センター“ひだまり”の皆さん

第３子（18歳未満を積算の対象とします）以降の
保育料の全額相当分を助成します。なお、毎月の
保育料が未納の人については、未納期間中におい
て助成は行いません。
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①医療費助成の推移
年度 助成額（内町の負担額）

2,234万4千円（1,946万円）

2,351万3千円（2,040万円）

1,987万2千円（1,767万円）

23

24

25

991人

980人

931人

対象者数

②町が行ってきた子育て医療費
　助成の流れ（助成対象者拡大の推移）

平成３年

全額助成を０歳から
３歳未満児に引き上げ

平成５年

３歳未満児から
４歳未満児に引き上げ

平成９年

４歳未満児から
６歳未満児に引き上げ

平成15年

６歳未満児から
小学１年生まで引き上げ

平成19年

小学１年生から
3年生まで引き上げ

平成20年

全額助成を小学３年生から
小学４年生まで引き上げ。

小学５年生から中学３年生までは
２／３助成

平成24年

全額助成を
小学６年生まで引き上げ

　昨日まで元気だったのに翌日には突然体調を崩した
り、不意のけがをしたりなど子育ての中で気がかりなの
は、やはりお子さんの健康管理です。母子保健医療体制
の充実とともに医療費負担の助成も子育てには欠かせま
せん。特に入院するとその負担はさらに大きくなります。
  町では、全額助成の範囲をさらに拡大し、小学６年生
までは全額、中学生は２／３の額を町で助成し、安心し
て子育てができるようサポートしています。
※入院時の標準負担額（食事代など）は自己負担となり
　ます。

中学３年生まで
医療費を助成  Kids

 Support2
サポート

2
サポート

ミニ情報ミニ情報

そのほかにも町では、

を行っています。

「誕生祝い金」の支給

「妊婦受診費用」の助成（14回）
「不妊治療費」の助成

（第１子＝１万円、第２子＝３万円、第３子以降＝５万円）町の子育て支援に
関するお問い合わせは

役場福祉保健課　社会福祉班まで
☎○内 109　○町 39－0002

町独自の
助成です。

　平成２６年４月から消費税率が８％になる事に際し、所得の低い人や子育て世帯へ
の負担を軽減する臨時的な措置として、以下の２つの給付金が支給されます。

お知らせします  ２つの給付金

①臨時福祉給付金 支 給 要 件

②子育て世帯臨時特例給付金 支 給 要 件

申請手続について

■支給対象者
◎平成26年度分の住民税が課税されていない人が対象です。
　　　　ただし、   ・課税されている人の扶養家族になっている場合
　　　　　　　      ・生活保護の受給者である場合　 など　　　　　　は除きます。

■支給額
◎１人につき　10,000円
◎下記の《加算対象者》は１人につき 5,000円 を加算

■支給対象者
◎次のどちらの要件も満たす人が対象です。
　　　①平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
　　　②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満（表２の限度額目安未満かどうか）
　        　※特例給付とは、所得が高額な人について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。

申請先は、基準日（平成２６年１月１日）において
住民登録がされている市町村となり、具体的な
申請受付時期・手続きについては、決まり次第
広報紙・チラシなどでお知らせします。　   　　 

◎対象児童　支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　　　　ただし、　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　　　　　　　　　・生活保護の受給者となっている児童　など　　は除きます。   

■支給額
◎対象児童１人につき　 10,000円

表１【住民税が課税されない所得水準の
　　　　　　　　　目安（非課税限度額）】
（給与所得者）

〔 〕

〔 〕

・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者※１

・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など※２

《加算対象者》

※1  平成26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の
　　支払いがある人が対象です。
※2  平成26年１月分の手当等を受給している人が対象です。

区　分
単身
夫婦

夫婦子１人
夫婦子２人

非課税限度額（給与ベース）
９３万円

１３７.８万円
１６２.２万円
２１０万円

表２【児童手当の所得制限限度額
　　　　　　　　　（給与収入ベース）】
区分（扶養親族等の数）
子１人（１人）
夫婦子１人（２人）
夫婦子２人（２人）

課税限度目安（給与収入ベース）
８７５.６万円
９１７.８万円
９６０万円

■申請方法に関するお問い合わせ
　苓北町役場　「臨時福祉給付金」窓口
　　　　　　　担当：笹山　☎35－1111（内108）
　　　　　　　「子育て世帯臨時特例給付金」窓口
　　　　　　　担当：道田　☎35－1111（内109）

■制度に関するお問い合わせ 
　厚生労働省　２つの給付金に関する専用ダイヤル
　　　　　　　☎0570－037－192
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キャッチフレーズ応募用紙

※募集内容は17ページに掲載しています。
※記入欄が不足する場合は本用紙をコピーいただくか、企画政策課または各出張所に備え付けの応募用紙でご応募ください。

※募集内容は17ページに掲載しています。
※応募票が不足する場合は本用紙をコピーいただくか、企画政策課または各出張所に備え付けの応募用紙でご応募ください。

写真コンテスト作品応募票

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

（
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

電話
番号

（フリガナ）

氏　　 名 

住　　 所
〒　　　　―

（　　　　　　）

　　　　　―

電話
番号

（フリガナ）

氏　　　名 

住　　　所

撮影年月日 平成２６年　　　　月　　　　日

撮 影 場 所

作 品 題 名

〒　　　　―

（　　　　　　）

　　　　　―

●

●

●

●

●

き　　り　　と　　り　　線き　　り　　と　　り　　線

苓北町産業文化祭苓北町産業文化祭

苓北町産業文化祭苓北町産業文化祭

　４年に一度の産業文化祭を１１月１５日（土）・１６日（日）に開催します。産業文化祭は、
これからのまちづくりや産業の発展について考えていくもので、町民皆さんが親しみ、参
加できるイベントになるよう計画を進めています。
　そこで、下記により産業文化祭のキャッチフレーズと写真コンテストの作品を募集しま
す。皆さんのご応募をお待ちしております。

◇応募資格　　全町民　 
◇キャッチフレーズの内容
「町の将来像」や「産業の発展」などを踏まえ、苓
北町をイメージするものとします。
◇応募方法　　
次ページの応募用紙にご記入のうえ、企画政策課、
各出張所へ封書で郵送またはご持参ください。
※応募作品は未発表のもので、自分で創作したものに
限ります。応募点数に制限はありません。

◇締 切 日　６月３０日（月）
◇表　　彰　入賞者に、賞状及び副賞を授与します。
※今回いただきました個人情報につきましては、文化
祭事業以外の目的には使用いたしません。
■応募・問い合わせ先
　〒８６３－２５０３　熊本県天草郡苓北町志岐６６０
　苓北町役場企画政策課「キャッチフレーズ係」
　☎○内２１２　○町３９－０００４

４年に一度の産業と文化の祭典

苓北町産業文化祭苓北町産業文化祭

キャッチフレーズ
募集

キャッチフレーズ
募集

　「美しく豊かな自然」「遙かなる歴史」「伝統ある文化」
の風薫る魅力いっぱいの苓北町を、あなたの感性で映
し出してみませんか。
◇テ ー マ　後世に残したい苓北町
◇サ イ ズ　カラーのみ、A４～四つ切り（ワイド四
　　　　　つ切り可）。単写真に限ります。
◇応募点数　１人２点まで。ただし、平成26年１月１
　　　　　日以降に撮影した写真に限ります。
◇受付期間　平成２６年９月１日（月）～９月30日（火）
　　　　　　※当日消印有効
◇発　　表　平成２６年１１月上旬
　・入賞者には個人通知します。
　・応募作品については、苓北町産業文化祭において
展示しますが、展示スペースにより展示できない
場合があります。　

◇表　　彰　入賞者に賞状および副賞を授与します。
　　　　　　（苓北町産業文化祭で表彰します。）
◇応募規定
　・応募写真は返却いたしません。
　・未発表作品に限ります。

　・デジタル処理による画像の合成消去は不可。
　・入賞作品の版権は、主催者に帰属します。（応募

者要承諾）
　・入賞通知後、ネガ､ポジ（デジタルの場合は画像
データ）の提出がない場合は失格となります。

　・応募作品の裏面に、次ページの応募票を貼り付け
てください。

　・個人の情報については厳重に管理し、入賞者への
通知・発表・連絡のみに使用いたします。

◇応募・問い合わせ先
　〒８６３－２５０３　熊本県天草郡苓北町志岐６６０
　苓北町役場企画政策課「写真コンテスト係」
　☎０９６９－３５－１１１１（内線２１２）

写真コンテスト
作品募集

写真コンテスト
作品募集

（前回のキャッチフレーズ）

良き風土　豊かな資源
　　人・産業・文化が織りなす協働の祭典
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秋葉様に地域の安全を祈願
秋葉様のお祭り

　３月３１日に苓北町物産館に設置された実物大の「おっぱい
岩」のパネルが、同館を訪れる人たちを迎えています。
　パネルを設置した㈲苓北物産館の黒瀬英一代表取締役は、
「観光客がおっぱい岩を見に苓北を訪れても満潮時には見る
ことができません。高齢者や足が不自由な人は岩場を歩くの
も困難です。せっかく苓北に来ていただいたのに残念ですよ
ね。そんな時はここに来て、おっぱい岩の大きさや形を見て
いただきたい。たくさんの人に苓北を訪れていただきたいで
すね」と、パネル設置と町の観光振興への思いを語ってくだ
さいました。

　坂瀬川中区・小路区では３月16日、「秋葉様のお祭り」が
執り行われました。
　坂瀬川では遡ること114年前（明治33年）、大火災が発生し
て中区・小路区を中心に171戸が焼失しました。この大火災
後、人々は直ちに火伏せ（鎮火）の神様である「秋葉様」を
祀りました。このお祭りは、地域の皆さんが二度とこのよう
な災害が起きないようにと先人の心を受け継ぎ、永久に火
災、諸災害の防止を祈願する祭りです。
　この日は両区の皆さんが秋葉様神社に集まり、防火・防災
について考え、地域の安全を願いました。

「おっぱい岩」のパネルが物産館でお出迎え

　志岐小学校器楽部、富岡小学校器楽部、苓北中学校吹奏楽
部、苓洋高校吹奏楽部合同によるスマイルコンサートが３月
３０日、志岐集会所で開催されました。
　コンサートでは、子どもたちがクラシックをはじめテレビ
ドラマのテーマ音楽やアニメ、最新のポップス曲など、子ど
もから大人まで幅広い年齢層の人に親しみのある曲を披露。
会場には、保護者や地域の人など約１８０人が訪れ、子どもた
ちの心のこもった素晴らしい演奏に笑顔で拍手を送っていま
した。

笑顔あふれるコンサート
スマイルコンサート

▲素晴らしい演奏を披露した皆さん

　苓北町少年武道発表大会は３月19日、苓北町総合武道館で
開催されました。この大会は、武道を習う子どもたちが日頃
の鍛錬の成果を発表する場として行われており、本年で28回
目。大会には町内の空手道、剣道、合気道のそれぞれの道場
に通う少年少女が出場しました。各競技では見事な形、気合
いの入った組手や試合などが行われ、子どもたちは真剣な表
情でこれまで取り組んできた鍛練の成果を披露しました。
　武道館内の冷たい空気が子どもたちの気合いでどんどん熱
気を帯びていく中、見守る保護者たちはたくましくなった子
どもたちの成長を実感されているようでした。

日頃の鍛錬の成果を披露
苓北町少年武道発表会

▲気合いの入った打ち込み

▲訪れる人を迎えるおっぱい岩のパネル

▲安全を祈願する中区・小路区の皆さん

はじめまして　新人職員です

業務内容　町営住宅
コメント
　少しでも早く仕事を覚
えて、苓北町の発展のた
めに精一杯がんばってい
きたいと思います。よろ
しくお願いします。

土木管理課　田 口 　舟

３０人がさわやかに汗

　第18回苓北町ふれあいウォ－クラリー大会は３月21
日、坂瀬川地区一帯約９㎞のコースで開催され、友だち
同士や親子連れなど
で参加した30人が
さわやかな汗を流し
ました。

笑顔で坂小グラウンド
　からスタートする参加者

苓北町ふれあいウォ－クラリー大会

快挙！　苓北道場の選手が大活躍
熊本県空手道選手権大会

　笹尾浄水場（都呂々）の更新整備が完了し、その竣工式が
３月24日、同浄水場で行われました。
　笹尾浄水場は平成２年に都呂々・富岡地区に給水を開始。
近年は、老朽化による機械や電気設備などに不具合が見られ
るようになり、生活用水の安定供給への支障が懸念されてい
ました。町では平成24年度の国の緊急経済対策事業を活用
し、平成25年度に繰り越して更新整備を実施しました。
　水は生活になくてはならない大切なもの。町では、今後も
皆さんへの生活用水の安定供給に努めます。

　第33回熊本県空手道選手権大会が４月６日、苓北町総合武
道館で開催されました。本大会には苓北道場から12人が出
場。そのうち鳥羽瀬大志くんが小学１・２年男女混合個人形
の部で、また田中光顕さんが一般男子個人組手の部でそれぞ
れ優勝の快挙を成し遂げました。なお、組手の部優勝の田中
さんは、６月28・29日に東京体育館で開催される第57回全
国空手道選手権大会に熊本県代表として出場されます。
　写真は苓北道場の皆さん。前列左から小学４年男子組手の
部３位の田中楓くん、鳥羽瀬大志くん、田中光顕さん、小学
４年女子形の部３位の田邉莉央さん。

笹尾浄水場が竣工
笹尾浄水場基幹整備工事竣工式

　第１回全国米粉料理レシピコンテストが３月21・22日、
東京都で開催され、同コンテストの中四国・九州地区決勝大
会（２月開催）で優秀賞に輝いた岩下和美さん（内田区）が
“鰯と米粉の元気ピザ”で敢闘賞を受賞されました。「米粉
は扱いやすくいろいろな料理に使えます。たくさんの人に米
粉の良さを知っていただき、使っていただきたいですね」と
話す岩下さんは天草で唯一のくまもと米粉インストラクター。
岩下さんは「家族や周りの人の協力があってインストラクタ
ーになることができ、このような賞もいただくことができま
した。感謝しています。これからも米粉料理の普及に努めま
す」と米粉を使った料理の普及に意欲を見せていました。

米粉料理全国大会に岩下さんが出場
全国米粉料理コンテスト

▲賞状を手に笑顔の岩下さん

▲竣工した笹尾浄水場

た　  ぐ  ち　　　 しゆう

（坂瀬川・川向区）
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富岡茂木航路に「ｋｉｚｕｎａⅡ」が就航

　苓北観光汽船(株)が運営する富岡茂木航路に新高速船   
「ＫｉｚｕｎａⅡ」が就航し、その就航式が３月22日、富岡港で開
催されました。就航式では、会社や町関係者が参列するなか
航海の無事を祈願。その後船は茂木港へと舵を取り、茂木地
区の皆さんから熱烈な歓迎を受けました。茂木で歓迎を受け
た船は岡田輝彦長崎市副市長ほか茂木の皆さんを乗せて富岡
港に帰港。港には大勢の町民の皆さんが船を出迎え、新高速
船の就航を祝いました。
　富岡茂木航路は昔から利用されてきた大切な生活航路。新
高速船が苓北と長崎を結ぶ懸け橋となることで、交流人口の
拡大につながることが期待されます。 ▲茂木地区の皆さんと記念撮影（茂木港）

▲出発式（４月１日）を終え港を出る新高速船▲多くの人が新高速船の就航を祝いました▲就航を祝うテープカット

新高速船就航記念式典

春を告げる初午大祭

　五穀豊穣や商売繁盛、そして火難防除を祈る春の恒例行
事、富岡稲荷神社の初午大祭は３月23日に開催され、一丁
目区・元袋区による「川舟」、三丁目区・春の迫区による
「フカ狩音頭」「子どもシャギリ」、出来町区による「蛇踊
り」が奉納されました。この祭りは、約400年もの歴史があ
るとされ、毎年行われています。
　お祭り当日は穏やかな陽気に恵まれ、春の到来を告げるシ
ャギリが響き渡り、富岡の町なかは多くの見物客でにぎわい
ました。

▲巨大なフカをもりで退治するフカ狩音頭

▲富岡に響き渡る子どもシャギリ▲勇壮な蛇踊り▲川舟の曳き回し

富岡稲荷神社初午大祭

　町では、ＩＰ告知端末を設置されている町内のご家
庭同士であれば、町内無料電話が利用できる環境を整
備しています。ただし、ＩＰ告知端末に電話機が接続
されていなければ利用することはできません。
　みんなで電話機を接続して、大いに利用しましょう。
　町内無料電話の利用に際しては、次の点にご留意く
ださい。
①電話機は、一般のアナログ回線用電話機であれば使
用できます。デジタル回線用の電話機やビジネスホ
ンは使用できません。
②電話機は各家庭でご準備ください。

●電話機と告知端末の接続方法
　ＩＰ告知端末側面にあるＴＥＬと書いてある
差し込み口に電話線を接続してください。

■町内無料電話サービスのイメージ

通話
できません

無料通話

Ａさん宅
電話番号例

３＊-＊＊＊１

Ｂさん宅
電話番号例

３＊-＊＊＊２

固定電話
回線網苓北町

光ファイバー網
町内専用回線

■問い合わせ先　総務課　担当／尾脇　☎○内 208　○町 35－1111

町内無料電話をご存じですか？

ＩＰ告知端末

ＩＰ告知端末側面

■開設日時
　毎日開設します。（土、日、祝日除く）
　午前９時30分から午後３時まで
■開設場所および問い合わせ先
　新ふれあい館（社会福祉協議会）　☎35－1 2 7 0

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　春らんまん、暖かくなりましたね。4月から入園
したり、引っ越したりで環境が変わった人もいるの
ではないでしょうか。精神的に不安定になりがちな
こんな時こそ、生活リズムと食生活を大事にして、
気持ちの安定をはかりたいものですね！

　ちいさい子どもほど食の影響は大きいものです。だからこそ大事にしたいですよね。直接子育てをしているご両親
だけでなく、おじいちゃん、おばあちゃんや周りの大人も一緒に子どもの食事に気を遣ってもらえると、ご両親は助
かるはずです。可愛いからと甘いものや、濃い味付けのものをあげたくなりますが、そこは子どものため。ぐっとが
まんして、体に良くないもの（甘すぎるお菓子やジュース、コーヒー・塩辛いものや味付けの濃いものなど）は与え
ないようにしましょう。子どもたちが大人になって生活習慣病にならないために今が大事です！

今月のちょっと一言

たくさんの参加者でにぎわった日です

こんなにかわいい子どもたち。
みんなで育てていきましょう！

友情を深めています　?

　コーヒー、漬け物はダメよ！
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中　
　
　

宮
﨑　

茂
晴
（
３
年
）

小　

路　
　

池
田　

義
保
（
８
年
）

川　

向　
　

池
﨑　

計
介
（
新
）

木　

場　
　

土
井　
　

實
（
新
）

　

鶴　
　
　

金
子　

國
雄
（
10
年
）◎

■
志　

岐

中　

尾　
　

中　
　
　

實
（
７
年
）

志
岐
山　
　

林
田　

孝
康
（
４
年
）

平　

山　
　

田
中　

幹
夫
（
新
）

城　

下　
　

高
戸　

幸
雄
（
２
年
）◎

　

釜　
　
　

稲
尾　

義
光
（
４
年
）

中　

通　
　

林
田　

道
久
（
３
年
）

天
神
木　
　

小
野　
　

茂
（
２
年
）

馬　

場　
　

北　
　

武
敏
（
２
年
）

浜
之
町　
　

小
嶋　

洋
之
（
２
年
）

明
神
山　
　

山
中　

信
二
（
３
年
）

紺
屋
町　
　

浜
崎　

忠
善
（
２
年
）

白
木
尾　
　

田
中　

滋
啓
（
２
年
）

内　

田　
　

吉
田　

勝
志
（
２
年
）

年　

柄　
　

西
田　
　

悟
（
４
年
）

下　

向　
　

石
山　

重
晴
（
２
年
）

釜
の
下　
　

木
村　

茂
人
（
２
年
）

平　

木　
　

坂
田　

英
二
（
２
年
）

的　

場　
　

野
口　

政
信
（
２
年
）

西　

原　
　

山
下　

龍
一
（
２
年
）

■
富　

岡

元　

袋　
　

畑
中　

次
則
（
２
年
）

尾　

越　
　

野
田
九
美
男
（
２
年
）

春
の
迫　
　

野
島　

正
弘
（
２
年
）

一
丁
目　
　

阪
井　

一
志
（
６
年
）

二
丁
目　
　

江
頭　

勝
己
（
２
年
）

三
丁
目　
　

稲
尾　

憲
一
（
５
年
）

四
丁
目　
　

塩
谷　

亀
嘉
（
３
年
）

五
丁
目　
　

本
川　

尚
達
（
２
年
）

新　

町　
　

鮫
嶋　

照
夫
（
２
年
）

出
来
町　
　

森　
　

昭
久
（
２
年
）◎

八　

区　
　

倉
田　

高
幸
（
新
）

■
都
呂
々

萱
の
木　
　

前
田　

昭
彦
（
３
年
）

唐
干
田　
　

松
永　

宗
也
（
３
年
）

小　

松　
　

光
田　

征
男
（
３
年
）

　

浜　
　
　

作
田　

和
夫
（
再
３
年
）

古　

里　
　

浦
﨑　

修
一
（
３
年
）

　

上　
　
　

道
田　

広
昭
（
２
年
）

本　

郷　
　

岡
田　
　

豊
（
13
年
）◎

狸
河
内　
　

平
田　

満
廣
（
新
）

大
河
内　
　

松
本　

良
人
（
９
年
）

松　

野　
　

福
田　

健
吾
（
再
）

中　

村　
　

小
林
美
知
夫
（
４
年
）

涼　

松　
　

松
本　

良
明
（
再
２
年
）

■
坂
瀬
川
小
学
校

　

校
長　

木
村
美
樹
太
（
嘉
島
東
小
）

　

教
諭　

桑
原
亜
紀
子
（
西
小
）

■
志
岐
小
学
校

　

校
長　

向　
　

博
俊
（
本
渡
東
小
）

　

教
諭　

田
上　

慶
子
（
本
渡
南
小
）

■
富
岡
小
学
校

　

教
諭　

櫻
井　

理
芳
（
本
渡
南
小
）

■
都
呂
々
小
学
校

　

教
諭　

平
井　

健
一
（
牛
深
小
）

　

教
諭　

田
中　

繁
子
（
城
河
原
小
）

　

教
諭　

松
下　

智
恵
（
県
庁
知
事
部
局
）

■
坂
瀬
川
中
学
校

　

教
諭　

宮
﨑　

由
美
（
稜
南
中
）

　

事
務
主
任　

松
原　

恵
美
（
中
北
小
）

■
苓
北
中
学
校

　

校
長　

山
本　

輝
彦
（
岩
野
小
）

　

教
頭　

瑞
穂　

良
顕
（
天
草
教
育
事
務
所
）

　

教
諭　

坂
本　
　

進
（
有
明
中
）

　

教
諭　

田
中　

喜
一
（
河
浦
中
）

　

教
諭　

川
上　

亜
紀
（
稜
南
中
）

　

教
諭　

鶴
田　

義
治
（
本
渡
中
）

■
都
呂
々
中
学
校

　

教
諭　

林
田　

佳
美
（
本
渡
中
）

　

教
諭　

茅
野　

奈
奈
（
今
津
中
）

■
坂
瀬
川
小
学
校

　

校
長　

四
宮　

宣
二
（
水
東
小
）

　

教
諭　

岩
﨑　

由
美
（
牛
深
中
）

■
志
岐
小
学
校

　

校
長　

岡
田　

幸
英
（
定
年
退
職
）

　

教
諭　

森
川　

鉄
也
（
倉
岳
小
）

　

教
諭　

山
口　

直
美
（
新
和
小
）

■
富
岡
小
学
校

　

教
諭　

久
保　

美
和
（
深
海
小
）

■
都
呂
々
小
学
校

　

教
諭　

谷
川
美
保
子
（
本
渡
東
小
）

　

教
諭　

佐
々
木
竜
太
（
黒
石
原
支
援
）

■
坂
瀬
川
中
学
校

　

教
諭　

益
尾
由
紀
子
（
退
職
）

　

教
諭　

田
中　

利
宗
（
本
渡
中
）

　

事
務
主
任　

佐
々
木　

恵
（
倉
岳
小
）

■
苓
北
中
学
校

　

校
長　

小
出　

廣
久
（
大
楠
小
）

　

教
頭　

重
田　

英
浩
（
維
和
中
）

　

教
諭　

松
本　

晴
彦
（
退
職
）

　

教
諭　

波
多　

孝
樹
（
栖
本
中
）

　

教
諭　

陣
内
留
美
子
（
維
和
中
）

■
都
呂
々
中
学
校

　

教
諭　

宮
﨑　

智
美
（
本
渡
中
）

　

本
年
度
、
６
行
政
区
で
区
長
さ
ん
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
区
長
さ
ん
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
。
任
期
は
毎
年
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
本
年
度
区
長
に
就
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）
◎
は
地
区
区
長
会
長
、（
　
）は
通
算
年
数
で
す
。

●
本
年
度
区
長
名
簿

（
　
）は
前
任
校
。
敬
称
略

就
　
　
任

（
　
）は
新
任
校
、
敬
称
略

転
　
　
出

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
区
長
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
区
長
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
区
長
さ
ん

　

教
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
服
務
宣
誓
式
が
４
月
１
日
、
苓
北
町
役
場
で
行
わ
れ
、
気
持

ち
も
新
た
に
18
人
の
先
生
（
県
費
教
職
員
）
が
町
内
小
・
中
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

よ
う
こ
そ
先
生

よ
う
こ
そ
先
生

よ
う
こ
そ
先
生

小
・
中
学
校
教
職
員
異
動

服務宣誓（鶴田義治教諭）

　

平
成
26
年
度
苓
北
町
消
防
団
辞
令
交

付
式
が
４
月
６
日
、
農
村
運
動
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
22
人
が

退
団
し
、
14
人
の
新
人
が
入
団
。
地
域

を
守
る
決
意
新
た
に
苓
北
町
消
防
団
が

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
で
は
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
や
永
年
勤
続
（
10
年
以
上
）
退
団
者

へ
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

発
令
さ
れ
た
辞
令
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

《
新
入
団
員
》（　

）は
所
属
班

　

宮
﨑　

明
仁
（
第
１
分
団
第
３
班
）

　

宮
﨑　

真
伍
（
第
１
分
団
第
３
班
）

　

田
中　
　

亮
（
第
１
分
団
第
３
班
）

　

上
村　

竜
樹
（
第
２
分
団
第
２
班
）

　

坂
口　

啓
介
（
第
２
分
団
第
２
班
）

　

松
尾　

泰
政
（
第
２
分
団
第
３
班
）

　

岳
本　

隼
人
（
第
２
分
団
第
３
班
）

　

梅
田　

和
馬
（
第
２
分
団
第
４
班
）

　

河
本　

誠
之
（
第
３
分
団
第
２
班
）

　

酒
井　

俊
和
（
第
３
分
団
第
３
班
）

　

平
田
研
士
郎
（
第
４
分
団
第
１
班
）

　

野
田　

益
生
（
第
４
分
団
第
４
班
）

　

福
田　
　

優
（
第
４
分
団
第
４
班
）

　

田
口　
　

舟
（
機
動
分
団
）

《
昇
格
者
》

●
副
団
長

　

第
１
分
団
副
団
長　
　

瀬
形　

靖
雄

●
分
団
長

　

第
１
分
団
長　
　
　
　

西
田　

晴
喜

　

第
３
分
団
長　
　
　
　

岡
田　
　

肇

　

機
動
分
団
長　
　
　
　

田
中　

正
彦

●
副
分
団
長

　

第
１
分
団
副
分
団
長　

田
尻　

信
也

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

角
岡　

淳
一

●
部
長

　

第
１
分
団
第
１
部
長　

伊
藤　

雅
彦

　

第
１
分
団
第
２
部
長　

錦
戸　

博
文

　

第
２
分
団
第
２
部
長　

吉
田　
　

靖

　

第
２
分
団
第
３
部
長　

髙
岡　
　

勲

　

第
３
分
団
第
１
部
長　

木
屋　

一
紀

　

機
動
分
団
部
長　
　
　

山
本　

英
人

●
班
長

　

第
１
分
団
第
２
班
長　

溝
上　

智
法

　

第
１
分
団
第
３
班
長　

宮
﨑　

幸
輔

　

第
１
分
団
第
４
班
長　

金
子　

英
樹

　

第
２
分
団
第
２
班
長　

松
井　

徹
也

　

第
２
分
団
第
３
班
長　

高
戸　

淳
司

　

第
２
分
団
第
５
班
長　

濵
﨑　

浩
之

　

第
３
分
団
第
１
班
長　

坂
井　

直
喜

　

第
３
分
団
第
２
班
長　

大
水　

敏
文

　

第
３
分
団
第
３
班
長　

山
中　

亮
一

　

第
４
分
団
第
１
班
長　

田
中　

欣
二

　

第
４
分
団
第
３
班
長　

平
田　

浩
一

　

第
４
分
団
第
４
班
長　

富
永　

久
年

《
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
》

●
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

　

山
下　

和
雄
（
副
団
長
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
》

　
（　

）は
退
団
時
階
級
・
勤
続
年
数

　

山
下　

和
雄
（
副
団
長
・
31
年
）

　

錦
戸　

一
郎
（
分
団
長
・
32.
3
年
）

　

立
場　
　

徹
（
分
団
長
・
23
年
）

　

時
田　

健
一
（
分
団
長
・
23
年
）

　

田
尻　
　

悟
（
部
長
・
27
年
）

　

太
田　

政
臣
（
部
長
・
20
年
）

　

山
下　

晃
弘
（
部
長
・
22
年
）

　

福
田　

智
広
（
班
長
・
20
年
）

　

住
田　

幹
夫
（
班
長
・
20
年
）

　

戸
北
富
士
夫
（
団
員
・
25
年
）

　

平
松　
　

徹
（
団
員
・
20
年
）

　

寺
岡　
　

守
（
団
員
・
20
年
）

　

田
平　

雄
二
（
団
員
・
20
年
）

　

林
田　
　

守
（
団
員
・
20
年
）

　

坂
西　

義
一
（
団
員
・
11
年
）

　

戸
北　
　

豪
（
団
員
・
10
年
）

　

福
島　

一
弘
（
団
員
・
10
年
）

《
退
団
者
》（　

）は
退
団
時
階
級

　

阪
井　

和
也
（
団
員
・
９
年
）

　

宮
﨑　

和
文
（
団
員
・
６
年
）

　

坂
西　

良
太
（
団
員
・
２
年
）

　

桐
本　

優
也
（
団
員
・
２
年
）

　

錦
戸　
　

俊
（
団
員
・
１
年
）

■
辞
令
交
付

■
表
　
彰 

（
　
）は
受
章
時
階
級

■
退
　
団

地
域
を
守
る
決
意
新
た
に

　
　
　
　

苓
北
町
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

訓練に励む女性消防隊 小型ポンプ操法 永年勤続退団者の皆さん訓練に励む女性消防隊 小型ポンプ操法 永年勤続退団者の皆さん
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天
草
・
島
原
の
乱（
４
）

　

寛
永
14
年
（
１
６
３
７
年
）
10
月
25
日
に

勃
発
し
、
翌
年
の
２
月
28
日
に
終
結
し
ま
し

た
。

富
岡
城
・
攻
防
戦
後
の
天
草

　

11
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
天
草
四

郎
勢
は
、
富
岡
城
の
囲
み
を
解
い
て
島
原
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
草
は
、
ま

だ
内
乱
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
、
第
２
陣
の
唐
津
軍
が
富
岡

へ
到
着
し
、
２
日
に
は
、
細
川
軍
が
天
草
に

向
か
っ
て
熊
本
を
発
ち
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
大
矢
野
一
揆
勢
が
上
津
浦
へ

退
却
し
ま
し
た
。
同
日
に
、
細
川
立
允
公

（
肥
後
藩
主
・
忠
利
公
の
弟
）
が
八
代
を
発

ち
ま
し
た
。
一
方
、
島
原
の
四
郎
は
、
原
城

に
入
り
ま
し
た
。

　

７
日
に
、
細
川
軍
が
６
日
間
を
要
し
て
大

矢
野
に
到
着
し
ま
し
た
。
遅
れ
の
理
由
は
、

河
尻
港
で
船
の
修
理
な
ど
に
手
間
取
っ
た
た

め
と
さ
れ
ま
す
。
８
日
に
、
唐
津
軍
が
本
戸

（
本
渡
）
各
個
に
押
し
寄
せ
、
細
川
軍
は
、

大
矢
野
城
を
壊
し
て
山
狩
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
大
矢
野
の
一
揆
勢
は
、
有
馬
へ
脱

出
し
ま
し
た
が
、
百
人
余
り
が
逃
げ
遅
れ

て
、
捕
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
、
唐
津
軍
が
島
子
ま
で
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
10
日
は
、
細
川
軍
が
須
子
に
陣
取

り
、
11
日
に
上
津
浦
で
在
陣
し
た
後
、
河
尻

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
細
川
軍
の
天
草
滞
在

は
、
５
日
間
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

13
日
に
、
在
府
中
（
江
戸
に
滞
在
）
の
城

主
・
寺
沢
堅
高
が
富
岡
城
に
帰
り
、
翌
日
、

礼
を
述
べ
る
た
め
に
、
立
允
公
へ
使
者
を
出

し
ま
し
た
。

　

寛
永
15
年
（
１
６
３
８
年
）
１
月
５
日

に
、
松
平
信
綱
が
薩
摩
藩
へ
、
５
千
〜
６
千

人
規
模
で
の
天
草
警
固
を
命
じ
ま
し
た
。
同

月
10
日
に
、
寺
沢
勢
は
、
全
員
、
島
原
の
有

馬
へ
移
動
し
ま
し
た
。

細
川
軍
の
出
動

 

乱
の
勃
発
後
、
37
日
目
の
こ
と
で
、
大
矢

野
へ
到
着
す
る
ま
で
に
、
６
日
間
も
要
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
細
川
藩
が
、
時

間
稼
ぎ
を
し
た
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
実

は
、
細
川
忠
利
公
と
富
岡
番
代
の
三
宅
藤
兵

衛
は
、
従
兄
弟
の
間
柄
で
し
た
。
こ
の
事
に

加
え
て
、
乱
は
、
唐
津
藩
の
領
内
で
勃
発
し

た
も
の
で
、
例
え
、
幕
府
か
ら
取
り
締
ま
り

の
許
可
が
出
た
と
し
て
も
、
早
い
段
階
で
細

川
藩
が
出
動
に
踏
み
切
れ
ば
「
藤
兵
衛
の
立

場
が
無
く
な
る
」
と
の
、
気
遣
い
が
あ
っ
た

と
い
う
も
の
で
す
。

　

で
も
、
三
宅
藤
兵
衛
は
、
天
草
で
乱
が
勃

発
し
た
19
日
目
の
11
月
14
日
に
討
ち
死
し
ま

し
た
。
こ
の
時
点
で
、
縛
り
が
無
い
状
態
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
も
っ
と
早
く
行
動
が
起

せ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
出
動
は
、
藤
兵

衛
の
死
後
、
19
日
も
経
過
し
て
い
ま
す
。
大

矢
野
へ
の
到
着
も
、
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。

天
草
滞
在
も
５
日
間
だ
け
で
、
唐
津
軍
の
支

援
に
廻
っ
た
状
態
で
し
た
。
こ
の
辺
り
が
、

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

原
城
で
の
戦
い　

 

島
原
の
一
揆
勢
は
、
島
原
城
の
攻
略
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
南
に
下
っ
て
、
原
城
跡

（
旧
藩
主
の
有
馬
氏
の
居
城
で
し
た
）
に
立

て
籠
も
り
、
天
草
勢
も
合
流
し
ま
し
た
。
一

揆
勢
は
、
島
原
勢
が
３
万
７
千
人
、
天
草
勢

が
１
万
３
千
人
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

原
城
で
の
総
大
将
も
、
天
草
四
郎
で
し
た
。

原
城
跡
を
修
復
し
て
、
島
原
藩
の
蔵
か
ら
略

奪
し
た
武
器
、
弾
薬
、
食
料
な
ど
を
運
び
込

み
ま
し
た
。
一
揆
勢
は
、
団
結
力
が
強
く
、

戦
意
も
高
く
、
こ
れ
を
機
に
、
国
内
を
内
乱

状
態
に
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
縁
の

深
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
援
軍
を
期

待
し
た
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
討
伐
軍
は
、
御
書

院
番
頭
（
将
軍
直
属
の
親
衛
隊
）
の

板
倉
重
昌
が
総
指
揮
官
で
し
た
。
12

月
10
日
と
20
日
に
攻
撃
を
か
け
ま
し

た
が
、
敗
退
し
ま
し
た
。
敗
因
は
、

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
あ
り
ま

せ
ん
。
事
態
は
好
転
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

事
態
を
重
く
見
た
幕
府
は
、
老

中
・
松
平
信
綱
を
、
後
任
の
上
使
に

決
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
板
倉
は
、
信

綱
の
着
任
前
に
乱
を
平
定
し
よ
う
と
、
翌
年

の
１
月
１
日
に
総
攻
撃
を
仕
掛
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
再
び
失
敗
し
て
、
討
伐
軍
側
に
４

千
人
余
り
の
死
傷
者
を
出
し
て
、
自
分
も
戦

死
し
ま
し
た
。

付
記
①

　

23
回（
２
０
１
４
年
２
月
号
）の
「
竹
束
」

は
、
竹
そ
の
も
の
が
、
弾
丸
を
は
じ
く
性
質

が
あ
り
ま
し
た
。

付
記
②

　

24
回（
２
０
１
４
年
３
月
号
）の
「
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
」
は
、
１
回
だ
け
で
し
た
が
志
岐
港

の
沖
合
い
に
停
泊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
、
渡
し
船
で
荷
物
を
陸
揚
げ
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
年
度
末
に
完
成
し
た
志
岐
・

城
下
地
区
の
「
ト
ル
レ
ス
神
父
記
念
広
場
」

の
案
内
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
り
様

を
図
化
し
て
あ
り
ま
す
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
25
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

か
わ
し
り

い　

と　

こ

て
ら
さ
わ
か
た
た
か

き 

づ
か

ま
つ
だ
い
ら
の
ぶ
つ
な

た
け
た
ば

い
た
く
ら
し
げ
ま
さ

ほ
そ
か
わ
り
ゆ
う
い
ん

た
だ
と
し

坂瀬川保育園のおともだち

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」

　４月は入園・入学・進級など、子どもたちにとって
も少し緊張しがちになります。まずは給食を楽しく食
べることを目標に、子どもたちの大好きな「仲良し春
巻き」を共通メニューにしました。春巻きの語源は、
立春の頃、新芽が出た野菜を具として作られたことか
ら「春巻き」と名づけられたそうです。今回の共通メ
ニューにもアスパラを使い、春らしい春巻きにしまし
た。他にも、筍やニラなどをつかって、春の春巻きを
作ってみてはいかがでしょうか？

　｢ひじき｣は、貧血、便秘、骨粗鬆症の悩みや大腸が
んを予防する低カロリー食材です。カルシウムや鉄、
マグネシウムが豊富に含まれ、イライラや不眠を解消
します。ほかに、味覚や臭覚の異常や肌のかさつきを
防ぐ亜鉛や粘膜を正常に保ち、健康な皮膚をつくるビ
タミンB2も含んでいます。
　調理は、乾燥ひじきの場合は水につけもどします。
たんぱく質と結びつくと吸収がよくなるので、油揚げ
と炒めたり大豆とあわせ含め煮にすると効果的です。

　苓北町の将来を担う子どもたちの食の応援団「チームぱくぱく」の活
動も４年目になりました。今年度も保育園、学校、行政が連携を図りな
がら保小中共通メニューに取り組んでまいりますので、よろしくお願い
します。

楽しく食べよう４月の目標 食事のマナーを考えて食べよう５月の目標

■材料名 （子ども４人分）
　春巻きの皮…………１枚
　ハム…………………1/2枚
　人参…………………10ｇ

　アスパラ……………１本
　スライスチーズ……1/4枚
　水溶き小麦粉………適宜

■仲良し春巻きの作り方
①人参は６㎝ほどの棒状に切り、ゆでておく。アスパラは
３等分に切り、ゆでておく。

②チーズは縦に１/４に切る。ハムは１/２に切る。
③春巻きの皮に、ハム・チーズ・人参・アスパラをのせ、
包む。

④色よく揚げて、半分に切る。

仲良し春巻き
（4月15日の献立）
仲良し春巻き
（4月15日の献立）

■材料名 （子ども４人分）
　スパゲティ…………200ｇ
　鶏肉…………………100ｇ
　たまねぎ……………150ｇ
　人参…………………30ｇ
　油揚げ………………10ｇ
　ひじき………………10ｇ
　天ぷら………………20ｇ

　ベーコン……………20ｇ
　インゲン……………50ｇ
　ニンニク……………少々
　サラダ油……………小さじ１
　酒……………………小さじ１
　三温糖………………小さじ１
　うすくち醤油………大さじ１

■ひじきスパゲティの作り方
①スパゲティは塩を入れたたっぷりのお湯でゆでておく。
②ひじきはもどして、洗って、水気を切っておく。
③材料は小さめの短冊切りに、切りそろえておく。
④インゲンは塩ゆでして、斜めに切っておく。
⑤フライパンにサラダ油を入れ温度の低いうちにニンニク
を炒めて香りを出す。続けて鶏肉、ベーコン、油揚げ、
ひじき、たまねぎ、人参、天ぷらを入れて炒めていき、
調味料で味をつける。

⑥⑤に①のめんを入れ、④のインゲンを入れて全体に火が
通ったらできあがり。

ひじきスパゲティ
（5月13日の献立）
ひじきスパゲティ
（5月13日の献立）

《チームぱくぱくのメンバー交代》
　チームメンバーが吉本栄養士から川瀬栄養士に
バトンタッチしました。

三宅藤兵衛の墓（天草市本渡町広瀬）
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こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。 楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

園 児 の作 品
富
岡
小
学
校
六
年

目
指
せ「
最
高
の
六
年
生
」

　
「
最
高
の
六
年
生
」
こ
れ
が
、
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

二
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
学
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
自
分
の
考
え
に
取
り
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
人
前
で
た
く
さ

ん
発
表
を
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
お
手
本
と
な
れ
る
よ
う
な
学
校
の
顔
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
男
女
問
わ
ず
仲
良
く
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
学
年
と
遊
び

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
や
先
生
、
友
達
へ
の
あ
い
さ

つ
も
、
自
分
か
ら
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を

し
て
い
け
ば
、
お
手
本
に
な
る
六
年
生
に
な
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
で
あ
る
「
最
高
の
六
年
生
」
に
な
る
に
は
、
私
一
人
の

力
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
六
年
生
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
よ
り

よ
い
富
岡
小
学
校
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

進級おめでとう！ 憧れの年長さんになり、みんなはりきっています。
色とりどりの花が咲き誇り、みんなを祝福しているようです。
これから仲よくあそぼうね。

宮原保育園 りんごぐみのおともだち

志岐小学校　６年生 ●クラスの自慢
　６年生は、男女の仲が
とても良く、一週間に一
度は必ず遊ぶほどです。
それに、一人ひとりがと
ても元気で、無欠席の日
が多くあります。

●クラスから先生へ
　先生は、パソコンがと
くいですごいと思います。
　先生、いい子にするの
で、おこらないでくださ
い (＾_＾)

●先生からクラスへ
　素直でやればできるク
ラスです。
　最高学年として、一緒
に志岐小を盛り上げてい
きましょう！

『　つながろう！　』

稲
尾
　
美
舞 

さ
ん

い
な  

お

み
　
ま

子どもたちが和紙を絵の具で染めました。
チューリップ、かわいいでしょ！

学年人数：男子15人　女子18人　計33人
担　　任：鈴木 之教 先生　田尻 明子 先生　井添 良子 先生

『み
んな なかよし』

『み
んな なかよし』

　（財）合気会（合気道道場）では、心身統一・護身・
礼節・健康増進を目指して、毎週２回のけいこに励んで
います。
　今回６歳以上の人を対象に、会員の募集を行います。
■け い こ 日　毎週月曜・水曜　午後７時～午後８時 30 分
■けいこ場所　苓北町総合武道館
■会　　　費　・大人　　　　月額３，０００円
　　　　　　　・高校生以下　月額２，０００円
■申し込み・問い合わせ先
　（財）合気会苓北道場　松井徹也
　☎０９０－７４６８－０８５２

(財)合気会
合気道道場の会員を募集します
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心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

知恵袋
おじいちゃん

の

野 﨑　春 義さん

の はる よしざき

（昭和５年９月20日生まれ）満83歳　坂瀬川和田区在住

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　なま魚にサバ寿司、うどんに素麺が大好きです。

　　好みの女性のタイプは？
　昔は、川中美幸さんが好きでしたが、今は、伍代夏子さんが好き
です。女らしくて、歌いっぷりがなかなかです。

　　もし生まれ変わったら？
　私は、身体が小さいので、もう少し身長がほしかったと思い
ます。若い時は、大工を夢見ていましたが、色々な事情から
大工の修行ができずに残念に思います。夢は実現できません
でしたが、今は趣味として、こまんか(小さな)小屋を建てた
り、物置棚をこしらえたりしています。

　　長生きの秘訣は？
　こう、こまかく(こまめに)身体を動かして、仕事ばすること
が長生きの秘訣だと思います。よく人から、「よう、まめら
すなぁ」と声を掛けてもらいます。農業はもちろん、魚釣り
や海草取り、大工仕事にカラオケ、グラウンドゴルフなど、
一時もじっとしている暇もありません。一日、身体を動かし
て、刺身を肴に一杯呑む時、生きがいを感じます。

問問
ひ けつ

***親父の教え
　　「明日の仕事は、
晩に寝とって考えろ」***

　親父がよく言っていた言葉です。一日
の仕事も終わり身体が休まった時、明日
の仕事は何をするか？何をするべきか？
を考え、その仕事の段取りを計画してお
けば、たくさんの仕事をこなせるという
ことです。何十年たった今でも、親父の
教えは心に残り、私もそうして生活して
きました。

　昭和5年、専業農家の6人兄弟の次男としてこの世に生を
受ける。激動の中、終戦を迎えたのは、春義さんが15歳の
時だった。家業の農業を手伝いながら山師の仕事にも精を出
した。几帳面でアイデアマンの春義さんの仕事ぶりは定評が
あり、方々から声が掛かった。ある時、枦宇土（天草市）か
ら、山師の仕事の依頼があった。遠方の場合、滞在宿を利用
しての仕事となる。これが、春義さんの運命を変える出来事
となった。それは、滞在宿の隣に住む和枝さんとの出会い
だ。「母ちゃん（和枝さん）家内はとても気さくで、おそら
く私の一目惚れだったと思います（笑）」と春義さん。　
　今、春義さんは長年の夢（舟で魚釣り）が叶い、凪の日は
手釣りに出かける。全長3メートルの舟に船外機を載せ、和
田漁港から５～６分、沖合100メートルの所に碇を下ろし、
気のむくまま釣り糸を垂れる。釣り糸は直接指に掛ける方法
で獲物が喰らいつくと、その振動がじかに指に伝わってく
る。春義さんの持つ感の良さで時には大漁をもたらす。沖で
のもう一つの楽しみは、潮風の香りと一緒に妻の和枝さんが
持たせてくれた弁当を頬張ることだ。春義さんにとって至福
の時が流れる。釣った魚は野﨑家の食卓に並べられ新鮮な海
の幸に舌鼓を打つ。息子夫婦、孫夫婦、ひ孫（3人）の4世
代9人家族だ。賑やかな家族の声と笑顔が、春義さんを益々
元気にしてくれる活力剤となっている。

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
地

域
配
分
金
を
財
源
に
、
４
月
９
日
の
小
学
校

入
学
式
の
日
に
、
町
内
の
新
入
学
児
童
へ
交

通
事
故
防
止
の
願
い
を
込
め
「
黄
色
い
傘
」

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

坂
瀬
川
小
学
校　
　

11
人

　

志
岐
小
学
校　
　
　

29
人

　

富
岡
小
学
校　
　
　

11
人

　

都
呂
々
小
学
校　
　

９
人

　
　
　
　
　

合
計　
　

60
人

　

町
内
の
新
入
学
児
童
を
代
表
し
て
、
富
岡

小
学
校
の
新
１
年
生
へ
、
苓
北
町
社
会
福
祉

協
議
会
富
田
勝
征
副
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

4世代9人家族!!  家族の声と笑顔が元気の活力剤!!
No.157

春義さん４５歳 あたりがきた！

はじ  う    と

事業実施計画
１．会務の運営
　⑴ 理事会、評議員会の開催
　⑵ 組織強化と会員増強促進
　⑶ 関係機関、諸団体との連絡提携
　⑷ 自主財源（会費、共同募金など）
　⑸ 役職員の資質向上促進（研修会など）
２．地域福祉活動事業
　⑴ 児童福祉事業（子供会助成、保育所連絡協議

会助成）
　⑵ 老人福祉事業（ふれあいいきいきサロン、ひ

とり暮らし友愛訪問など）
　⑶ 母子・父子福祉事業（親子ふれあい旅行、天草

郡母子寡婦福祉連合会への協力）
　⑷ 身体障害者福祉事業（重度身体障がい者見舞

など）
　⑸ 福祉啓発事業（福祉スポーツ大会、福祉レク

リエーション講座の実施など）
　⑹ 調査広報事業（社協だより発行、子育て支援

センター通信発行など）
　⑺ 地域包括ケア会議
　⑻ 生活福祉厚生事業
　　 （福祉機器リサイクル、福祉金庫貸付、チャイ

ルドシート無料貸し出しなど）
　⑼ ボランティアセンター事業（ワークキャン

プ、配食ボランティアなど）

　（10） 社会を明るくする運動（推進委員会、街頭啓発活動）
　（11） 心配ごと相談（年９回）、弁護士による無料法律相談
（年３回）　

３．受託事業
　⑴ 生活福祉資金貸付事業
　⑵ 地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援助事業）
　⑶ 子育て支援センター事業（子育て親子の交流の場の

提供と交流の促進など）
４．共同募金配分事業
　⑴ 老人福祉活動（老人クラブ助成、ねたきり老人等見

舞い）
　⑵ 障がい児・者福祉活動（身障協へ助成、福祉スポーツ

大会）
　⑶ 児童青少年福祉活動（子供会等への助成）
　⑷ 母子父子活動（母子寡婦福祉連合会運営費助成）
　⑸ 福祉育成援助活動（地域配分金交付）
　⑹ ボランティア育成活動（ボランティアグループへ助

成など）
５．民生委員児童委員協議会活動推進
　⑴ 会務の運営及び会計管理他
６．シルバー人材センター事業
　⑴ シルバー人材センター運営（受給調整、会員派遣）

事業計画・予算が決定しました
平成２６年度

　平成26年３月24日に開かれた理事会・評議員会において、平成26
年度事業計画および会計予算が審議され決定しました。

歳入歳出予算総額
２，５１８万４千円
歳入歳出予算総額
２，５１８万４千円
歳入歳出予算総額
２，５１８万４千円

小
学
校
新
入
学
児
童
へ

「
黄
色
い
傘
」
贈
呈

おや  じ
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Information

役
場本庁 ☎35-1111  FAX 35-2454
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４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
の
期
間
は
「
み

ど
り
の
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

苓
北
町
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
区
長

さ
ん
を
「
緑
の
協
力
員
」
に
お
願
い
し
、

「
緑
の
募
金
」
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
皆
さ
ま
か
ら
３
７
８
，
４
４

２
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
、
環
境
緑
化
事

業
・
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
こ
の
運
動
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

担
当
／
酒
井

　

☎
○内
１
１
８　

○町
39
―
０
０
０
０

　

県
で
は
、
「
特
定
不
妊
治
療
」
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
助
成
制
度
を
利
用

さ
れ
る
人
の
う
ち
、
初
め
て
助
成
を
受
け
る

際
の
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満

の
場
合
、
年
間
助
成
回
数
と
通
算
助
成
期
間

の
限
度
は
廃
止
さ
れ
、
通
算
助
成
回
数
は
６

回
ま
で
と
な
り
ま
す
。
（
新
制
度
適
応
）

■
対
象
治
療
法

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

■
助
成
額

　

一
回
の
助
成
額
の
上
限
15
万
円
（
た
だ

し
、
治
療
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
お
よ
び
Ｆ
の
治
療

の
場
合
は
、
上
限
７
万
５
千
円
）

■
助
成
回
数

　

①
新
制
度
適
応
の
場
合　

通
算
６
回
ま
で

　

②
現
行
制
度
適
応
の
場
合

　

一
年
度
目
は
３
回
ま
で
、
二
年
度
目
以
降

は
年
２
回
を
限
度
に
、
通
算
５
年
間
お
よ

び
通
算
10
回
を
超
え
な
い
回
数

■
所
得
制
限　

夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が
７

百
30
万
円
未
満

■
申
請
書
提
出
先　

天
草
保
健
所

　

提
出
書
類
や
提
出
期
限
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

天
草
保
健
所　

☎
23
―
０
１
７
２

　

※
不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
は
、

不
妊
専
門
相
談（
☎
０
９
６
―
３
８
１
―

４
３
４
０
）で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

対
象
範
囲
が
か
わ
り
ま
す

熊
本
県
こ
ど
も
未
来
課

「
木
を
植
え
て 

百
年
先
の 

森
づ
く
り
」

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

苓
北
町
み
ど
り
推
進
協
議
会

　苓北町では、本年４月１日からの消費税率引き上げ
に伴い、増税分を公共料金などに適正に転嫁すること
を目的として、公共料金（公共施設使用料など）の改
定を行っています。
　今回改定された主な使用料などは次のとおりです。
●水道使用料、下水道使用料
　４月請求分（３月使用量分）については旧税率（５％）
で徴収します。
●港湾使用料
●漁港使用料　など
　改定後の使用料などについては、各施設または担当
課へお問い合わせください。
■問い合わせ先
　苓北町役場　☎　○町３５－１１１１
《参考》
　平成26年４月１日から、消費税率が５％から８％へ
引き上げられています。
　また、平成27年10月１日からは10％へ引き上げられ
る予定です。

消費税率引き上げに伴い
公共施設使用料などを改定しました

苓北町役場

　町では、アースデイ（地球環境の保全のために行動
する日）の取り組みとして、ボランティア海岸清掃を
行います。美しい海を守り子どもたちに残すために
も、お誘い合わせの上ご参加ください。
■日時　４月27日（日）
　午前８時（集合）～午前９時30分
■集合場所
　坂瀬川地区　小路漁港
　志　岐地区　紺屋町避難地
　富　岡地区　富岡港船客待合所前駐車場
　都呂々地区　都呂々漁港南側海岸
※昨年と集合場所や清掃区域が変更になっている地区
がありますので、ご注意ください。
■その他
　手袋とごみ袋は用意します。これまでボランティア
海岸清掃に参加したことがあり、手袋を持っている人
は、その手袋を持参してください。
■問い合わせ先　水道環境課　担当／松村
　　　　　　　　☎○内１４０　○町３９－０００１

「アースデイ」ボランティア
海岸清掃に参加しませんか

水道環境課

苓北町森林整備計画を公表します
農林水産課

■日時
　５月３日（土）から５月４日（日）
　３日（土）は午前10時～午後４時
　４日（日）は午前９時～午後３時
■会場
　都呂々天竺山頂および駐車場周辺
　※会場までは看板を設置して誘導します。
■催し内容
　地元物産品販売、飲食物の販売など
　約4,500本のツツジが見頃を迎えています。
■問い合わせ先
　商工観光課　☎○内１１５　○町３９－００００
　みどりの会　☎３６－０４７５

天竺ツツジ祭り天竺ツツジ祭り
■日時
　４月27日（日）から５月６日（土）までの10日間
　午前８時30分～午後５時
■会場
〈苓北町〉
　内田皿山焼、工房風、夢幻窯、天竺窯、雲舟窯
〈天草町〉
　高浜焼寿芳窯、天草創磁久窯、天草白磁陶房泰、
　天草唐津十朗窯
■催し内容
　新作展示販売・手びねり体験・絵付け体験・工場見
学・地元特産品販売・希望窯元の賞品が当たるスタ
ンプラリー
　※期間中は通常価格より割引販売します。
■問い合わせ先
　商工観光課
　☎○内１１５
　　○町３９－００００
　苓北町観光案内所
　☎３７－１１３６

天草西海岸　春の窯元めぐり天草西海岸　春の窯元めぐり

　町では、苓北町森林整備計画の一部を変更したので
公表します。
　計画書は、農林水産課において５月30日まで閲覧で
きます。
■変更の内容
・機能区分および森林施業方法の一部変更
・森林法施行規則第33条第１号ロの規定に基づく区域
の設定
■問い合わせ先
　農林水産課　担当／酒井
　☎○内１１８　○町３９－００００

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号

建築大工
診療放射線技師
理学療法士
訪問介護（ホームヘルパー）

管理栄養士
ガソリンスタンド店員

薬剤師
農作業員
建築大工見習い
ホテルフロント（日勤のみ）

ホテル調理員（見習い可）

電気工事作業員

1351041

1265341

1266841

1268541

1270641

1225241

1175141

1096041

1070041

1064841

1066541

1002941

苓北町
〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

不問
不問
不問

不問
不問

35歳以下
不問
45歳以下
不問

不問

40歳以下
不問

242,000～352,000

197,000～213,000

227,000～243,000

138,000～150,000

195,000～213,000

125,000～200,000

360,000～360,000

140,000～140,000

130,000～176,000

130,000～220,000

150,000～280,000

120,000～170,000

1
1
1

2
1

1
1
2
1

3

2
1

求  人  情  報求  人  情  報

【常用一般分抜粋】
４月９日現在

苓北の春を満喫！ ゴールデンウィークイベント情報



3233

　遠足や運動会など、イベントが多い季節にな
りました。
　気温が高くなると食中毒が起こりやすくなり
ますので、食品の衛生的な取り扱いを心がけま
しょう。
お弁当を作るときは
・必ず食べる当日に作りましょう。
・作る前、食べる前には手をよく洗いましょう。
・食品は、中心部までしっかり加熱し、十分に冷
ましてから清潔な箸で弁当箱に詰めましょう。
・お弁当は涼しいところで保管して早めに食べ
ましょう。
・食べ残しの食品は思い切って捨てましょう。
バーベキューなどをするときは
　生肉にはＯ―１５７、サルモネラなどの食中
毒菌が付いている可能性があります。
・生肉と野菜は別々に盛りつけましょう。
･「焼く時の箸」と「食べる時の箸」は区別し
ましょう。
・肉は中心部まで十分に加熱して食べましょう。
魚釣りやハイキングをするときは
・見慣れない野草やフグなどの素人調理はしな
いようにしましょう。
■問い合わせ先
　天草保健所　☎２３―０１７２

春は行楽のシーズンです！
食中毒に注意しましょう

　平成26年４月１日から「年金機能強化法」が施行されま
す。その年金給付に関する改正事項の概要についてお知
らせします。

●子のある夫にも遺族基礎年金が支給されます
　これまでは、夫が亡くなった場合に、子のある妻また
は子に遺族基礎年金が支給されていましたが、改正後は
子のある夫にも支給されます。

●未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大されます
　これまでは、未支給年金（亡くなった人が受け取れるは
ずであった未払いの年金）を受け取れる遺族の範囲は、「配
偶者、子、父母、孫、祖父母または兄弟姉妹」でしたが、
改正後は「上記以外の３親等内の親族」（甥・姪、おじ・お
ば、子の配偶者など）まで拡大されます。

●国民年金の任意加入未納期間が受給資格期間に算入さ
れます
　これまでは、国民年金の任意加入被保険者（サラリーマ
ンの妻や海外在住者などで本人の申出により加入をして
いた人）が保険料を納付しなかった期間については未納期
間とされ、年金を受け取るために必要な期間に算入され
ませんでしたが、改正後はこの未納期間が受給資格期間に
算入されます。

●障害年金の額改定請求が１年を待たずに請求できるよ
うになります
　これまでは、障害基礎年金または障害厚生年金を受け
ている人の障害の程度が増進した場合、その前の障害状
態の確認などから１年の待機期間を経た後でなければ年
金額の改定請求ができませんでしたが、改正後は省令に
定められた障害の程度が増進したことが明らかである場
合には１年を待たずに請求することができます。

●繰下げ請求が遅れた場合でもさかのぼって年金を受け
取れます

●さかのぼって障害者特例による支給を受けられるよう
になります

●年金受給者が所在不明となった場合に届出が必要とな
ります
　詳しくは下記へお問い合わせいただくか、日本年金機
構のホームページをご覧ください。

■問い合わせ先
　税務住民課　担当／山口泰治　☎○内 106　○町 39－0002
　本渡年金事務所　☎24－2112

天草保健所

　ミツバチは、果樹類やいちご、メロン、すい
かなどの園芸作物の花粉交配に不可欠で、農業
生産において重要な役割を担っています。
　これからカンキツ類の開花期を迎えますが、
この時期の農薬散布にあたっては次の３点に留
意し、ミツバチに危害が生じないよう注意しましょ
う。
①農薬ラベルの使用上の注意事項をよく確認す
る。
②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など事
前に情報交換する。
③防除時は圃場周辺を十分確認し、ミツバチや
巣箱に農薬がかからないように注意する。
■問い合わせ先　
　天草地域振興局
　農業普及・振興課
　☎２２―４２５６

熊本県農業技術課
ミツバチに対する農薬危害に
ご注意ください

　町長交際費とは、町長が円滑な行政運営を
図るために町を代表して行う外部との交際に
要する経費です。クリーンな行政運営を目指す
苓北町では、町長交際費を毎月公表します。

３月支出額　０円

●交通事故発生状況
　苓北町では3月末日現在、１件の交通事故（負傷者
１人）が発生。天草署管内では３２件（負傷者４０人）が
発生しています。

※連休中は、本渡地区清掃センターの休業に伴い、通常収集は
行いませんのでご注意ください。また、５月７日に生ごみ・
可燃ごみの全地区収集を行います。

ゴールデンウイーク中のごみ収集計画

■問い合わせ先　　水道環境課　☎○内140　○町39－0001

28日（月）
29日（火）昭和の日
30日（水）
１日（木）
２日（金）
３日（土）憲法記念日
４日（日）みどりの日
５日（月）こどもの日
６日（火）振替休日
７日（水）

生ごみ・可燃
　　　　収集しません
生ごみ・可燃
生ごみ・可燃
生ごみ・可燃
　　　　収集しません
　　　　収集しません
　　　　収集しません
　　　　収集しません
生ごみ・可燃
不燃・資源

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄
坂瀬川・志岐
富岡・都呂 ・々年柄

全地区
坂瀬川

収集日程 ごみの種類 収集場所

４
月

５
月

平成２６年４月から国民年金制度が
一部変更になります

温泉プール

麟泉の湯
7日（水）・21日（水）

毎週水曜日

休館日のお知らせ休館日のお知らせ 5月

《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

3月
受付分

（敬称略）

英　人・由　美

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

（敬称略）

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

四丁目　　山本　悠心（ゆうしん）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

松　原　瀬形　勇喜　　八　区　髙戸　菜妃
一丁目　緒方　智行　　浜之町　齋藤　雅子
中　村　平山　　響　　中　村　山本　愛子

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

西川内　　浜崎　洋子　　53歳
松　原　　大久保敏満　　86歳
下　向　　野﨑　シヲ　　99歳
五丁目　　浦本　俊介　　63歳
出来町　　黒瀬小十郎　　91歳

 
●社協寄付（３月受付分）

稲尾　徹矢さん　浦本　恭子さん
福田　正明さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ26.３.14～Ｈ26.４.11）
平井　紀子さん（熊本市）中地　慶子さん（大阪府）
布田　寿子さん（大阪府）田口　晴美さん（津奈木町）
大古　晴夫さん（千葉県）森　　政治さん（熊本市）
竹本　静雄さん（埼玉県）安井美枝子さん（愛知県）
大場　明美さん（茨城県）将基　　晃さん（長崎県）

休日当番医5月
５月３日（土・祝）
５月４日（日）

５月５日（月・祝）
５月６日（火・振休）
５月11日（日）

５月18日（日）
５月25日（日）

☎37-1111
☎37-1111
☎35-1119
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-0001
☎37-1111
☎35-1133

慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
医師会病院

（内科）
（内科）
（内・呼）

（内・整・リハ・耳・泌）
（内・整・リハ・泌）

（外科）
（小・内）
（内科）
（内科）

※休日当番医は４月10日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

子どもの急な病気の相談に応じます

　■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
　■☎ ♯８０００番（ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話か

らは☎０９６－３６４－９９９９）

天草保健所

ほ じょう
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